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今月の見どころ

11月17日、雲ひとつない青空の下、仙石
線多賀城地区連続立体交差事業整備完了
記念式典が開催されました。
新たな多賀城の玄関口ができました。

（写真は、多賀城太鼓保存会による創作太鼓演奏
 の様子、関連記事は5ページをご覧ください）
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今
月
号
は
、
Ｐ
14
・
Ｐ
15
に
掲
載
し
て
い
る「
市
内
除
融
雪
路
線
マ
ッ
プ
」の
た
め
、

�

保
存
用
の
穴
は
あ
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
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11
月
５
日
の『
津
波
防
災
の
日
』に

合
わ
せ
て
、
平
成
25
年
度
多
賀
城
市

総
合
防
災
訓
練
が
、
11
月
４
日
に
市

民
お
よ
び
関
係
者
約
２
，
７
０
０
人

が
参
加
し
て
市
内
各
地
で
一
斉
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え

て
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
で
訓
練
内
容
を

企
画
し
、
防
災
関
連
機
関
と
市
民
が一

体
と
な
っ
た
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
津
波
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
を
と
お
し
て
、
自

宅
か
ら
避
難
所
や
津
波
避
難
ビ
ル
ま

で
の
避
難
経
路
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

各
地
区
訓
練
会
場
で
は
、
電
気
、

ガ
ス
、
電
話
通
信
を
始
め
、
市
内
各

事
業
所
も
訓
練
に
加
わ
り
、
初
期
消

火
訓
練
、
救
出
救
護
訓
練
、
濃
煙
体

験
訓
練
、
防
災
備
品
取
扱
訓
練
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
市
災
害
対
策
本
部
で
は
国
土
交
通

省
、自
衛
隊
、警
察
、消
防
な
ど
の
防

災
関
係
機
関
が
参
画
し
、情
報
の
伝

達
や
共
有
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
初
め
て
と

な
っ
た
大
規
模
な
訓
練
に
真
剣
な
表

情
で
取
り
組
み
、
災
害
へ
の
心
の
備

え
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
を
検
証
し
問
題
点
の

分
析
を
行
い
、
今
後
の
防
災
対
策
に

役
立
て
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

防
災
倉
庫
を
設
置
し
ま
し
た

　
日
本
赤
十
字
社
宮
城
県
支
部
か
ら

の
復
興
支
援
事
業
と
本
市
独
自
の
補

助
事
業
で
、希
望
す
る
44
行
政
区
の
地

区
集
会
所
や
公
園
な
ど
に
防
災
倉
庫

を
設
置
し
ま
し
た
。総
合
防
災
訓
練
時

に
は
、備
品
点
検
な
ど
が
行
わ
れ
、積

極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
必
要
物
品
の
購
入
や
既
存

備
品
の
維
持
管
理
な
ど
は
、
地
区
ご

と
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
／
交
通
防
災
課
消
防
防
災
係

内
線
２
７
３
～
２
７
５

防災倉庫収納品
品　名 用　途

発電機 非常用電源
コードリール 非常用電源コード
バルーン型照明 停電時の照明
可搬型照明 停電時の照明
組立式簡易トイレ 災害時のトイレ
パーソナルテント 簡易トイレ用
ワンタッチパーティション 避難所間仕切り
プライベートルーム 避難所の脱衣所

み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
の
防
災・減
災
!!

多
賀
城
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

本部会議の様子：市役所

徒歩での避難訓練：桜木北区

水バケツリレー訓練：多賀城東小学校

災害用伝言板体験コーナー：城南小学校

ガス会社による災害時の対応説明：多賀城小学校

津波避難ビルへの避難訓練：仙台塩釜港湾・空港整備事務所
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被
災
者
住
宅
再
建

総
合
支
援
制
度

条
件
緩
和
の
お
知
ら
せ

　
被
災
時
借
家
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
方

の
み
当
該
住
居
が
解
体
さ
れ
て
い
な
い

状
態
で
も
建
設
・
購
入
区
分
で
申
し
込

む
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
補
修

は
持
ち
家
の
み
対
象
で
す
。

　

ま
た
、
被
災
区
域
、
り
災
状
況
お

よ
び
再
建
方
法（
建
設
・
購
入
、
補
修
）

の
内
容
に
よ
り
必
要
書
類
が
異
な
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
申
請
期
限

建
設
・
購
入
／
平
成
30
年
３
月
31
日

補
　
　
　
修
／
平
成
27
年
３
月
31
日

問
／
社
会
福
祉
課
生
活
再
建
支
援
室　

内
線
６
５
２
、
６
５
３

災
害
公
営
住
宅
入
居
者
募
集

（
本
申
込
）

　

災
害
公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集（
本

申
込
）を
平
成
26
年
１
月
に
行
う
予
定

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
広
報
多
賀
城
１
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
募
集
は
、
震
災
時

市
内
に
居
住
し
て
い
た
世
帯
が
対
象

で
す
。

　
ま
た
、
今
年
の
６
月
に
行
っ
た
災
害

公
営
住
宅
仮
入
居
申
込
の
受
け
付
け
を

し
た
世
帯
に
は
、
入
居
者
募
集（
本
申

込
）に
係
る
書
類
を
直
接
郵
送
す
る
予

定
で
す
。

申
込
・
問
／
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

内
線
４
２
２

被
災
者
特
別
健
診

　
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
健
康
への
影
響

を
考
え
、
健
診
の
受
診
機
会
の
少
な
い

若
い
世
代
を
対
象
に
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
特
別
健
診
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
の
方
に
は
受
診
票
を
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
、必
ず
指
定
医
療
機
関（
受

診
票
に
記
載
）に
予
約
を
し
て
か
ら
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
診
期
限
直
前
は
、
医
療
機

関
が
大
変
混
み
合
い
健
診
の
予
約
が
取

れ
ず
に
健
診
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
新
た
に
転
入
し
て
来
た
方
や
受

診
票
を
紛
失
し
た
方
に
は
、
受
診
票
を

発
行
し
ま
す
の
で
、
健
康
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

期
間
／
平
成
26
年
2
月
28
日
ま
で（
指

定
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除
く
）

会
場
／
塩
釜
医
師
会
管
内
指
定
医
療

機
関

対
象
／
18
歳
以
上
39
歳
以
下
の
市
民
の

方（
平
成
26
年
3
月
31
日
現
在
）

健
診
内
容
／
身
体
測
定
、
問
診
、
各
種

検
査（
血
中
脂
質
、肝
機
能
、血
糖
、尿
、

貧
血
、
心
電
図
、
腎
機
能
）な
ど

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
１
３
１
～
１
３
４

平
成
25
年
度
保
育
料・留
守
家
庭

児
童
学
級
利
用
料
の
減
免

　
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
中

の
収
入
が
平
成
22
年
中
の
収
入
に
対

し
、
10
分
の
３
以
上
減
少
し
て
い
る
場

合
も
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
／
12
月
27
日
㈮
ま
で

提
出
先
／
現
在
入
所
し
て
い
る
保
育
所

お
よ
び
入
級
し
て
い
る
留
守
家
庭
児
童

学
級
ま
た
は
こ
ど
も
福
祉
課
へ（
郵
送

可
）

問
／
こ
ど
も
福
祉
課
保
育
係

内
線
１
８
３
、
１
８
４

埋
蔵
文
化
財
の
取
り
扱
い

　
個
人
住
宅
な
ど
の
建
て
替
え
に
お
い

て
、
次
の
よ
う
な
緩
和
措
置
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

内
容
／

①
個
人
住
宅
な
ど
の
建
て
替
え
に
伴
う

発
掘
調
査
費
用
の
公
費
負
担
と
調
査
期

間
の
短
縮

②
個
人
が
生
活
再
建
の
た
め
に
行
う
開

発
事
業
に
つ
い
て
、
一
定
の
条
件
を
満

た
し
た
場
合
に
お
け
る
発
掘
調
査
費
用

の
公
費
負
担

対
象
／
り
災
証
明
書
を
お
持
ち
の
方

問
／
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

☎
３
６
８
・
０
１
３
４

減免区分 減免割合

扶養義務者の人的被害および住
家被害で全壊・大規模半壊の場合

全額減免
福島原子力発電所の事故による立
ち退きまたは屋内への避難指示の
ため避難または退避を行った場合

住家被害で半壊の場合 半額減免

　

10
月
29
日
㈫
に
、高
崎
集
会
所
に
て
実

施
し
た
、お
ば
ん
で
す
懇
談
会
で
の
内
容
の

一部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
参
加
者
46
人
）

●
話
題
内
容

・
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

・
大
雨
時
の
冠
水
に
つ
い
て

・
路
上
喫
煙
に
つ
い
て　
　
　
　
な
ど

※
詳
し
く
は
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
2
階
）や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

問
／
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
課
広
報
広
聴
係

内
線
2
5
5

12月の
おばんです懇談会
日時／12月９日㈪
午後７時～８時30分
会場／留ケ谷区集
会所（留ケ谷1丁目
41番29号）
皆さんの参加をお待
ちしています!

　第４回市議会定例会が、12月11日
から18日まで、８日間の会期で開催さ
れます。ぜひ、傍聴においでください。
問／議会事務局
内線３１１、３１２

第4回定例会会期日程

日　時 内　容

12月11日㈬ 本会議（条例ほか）

12月12日㈭ 補正予算特別委員会、
本会議（採決）

12月13日㈮～16日㈪は休会

12月17日㈫ 本会議（一般質問）

12月18日㈬ 本会議（一般質問）

お
ば
ん
で
す
懇
談
会

第４回定例会のお知らせ

震
災
関
連
情
報
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11
月
１
日
に
平
成
25
年
市
政
功
労
者

表
彰
式
典
が
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
多
賀
城
市
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
市

勢
の
発
展
、
社
会
福
祉
の
向
上
、
産
業

の
振
興
な
ど
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

個
人
の
方
々
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
受
章
者
の
氏
名
、

功
績
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

特
別
表
彰

日
下
　
常
由

　
万
葉
集
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
絵
画
の

創
作
を
通
し
て
、古
代
多
賀
城
を
広
く

世
に
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、大
伴
家

持
顕
彰
会
副
会
長
と
し
て
、多
年
に
わ

た
り
本
市
の
文
化
振
興
と
社
会
教
育
活

動
の
推
進
、発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労

金
野
　
次
男

　
市
議
会
議
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
勢
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

星
　
　
兼
二

大
塚
　
克
己

山
田
　
諄

加
藤
　
渉

小
野
　
菊
郎

鈴
木
　
孝

東
　
　
修
身

鈴
木
　
太
賀
夫

　
区
長
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
市
民

福
祉
の
向
上
と
市
勢
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　
佐
藤
　
洋
一

伏
谷
　
丈
志

伏
見
　
正
則

　
消
防
団
員
と
し
て
、多
年
に
わ
た
り
消

防
業
務
に
精
励
し
、防
火
思
想
の
普
及
啓

発
と
地
域
防
災
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

和
賀
　
利
光

　
交
通
安
全
指
導
隊
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
交
通
安
全
業
務
に
精
励
し
、

交
通
安
全
思
想
の
普
及
啓
発
と
交
通
事

故
防
止
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

山
内
　
ヨ
イ

三
浦
　
藤
子

大
場
　
み
ど
り

　
交
通
安
全
母
の
会
会
員
と
し
て
、多
年

に
わ
た
り
交
通
安
全
思
想
の
普
及
啓
発

と
交
通
事
故
防
止
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
阿
部
　
洋
子

赤
井
　
悌
子

佐
々
木
　
輝
子

阿
部
　
紘
子

　
塩
釜
地
区
交
通
安
全
協
会
多
賀
城
市

連
合
支
部
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
交
通
安
全
思
想
の
普
及
啓
発
と
交
通

事
故
防
止
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

櫻
井
　
や
え
子

　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と

し
て
、多
年
に
わ
た
り
国
民
健
康
保
険
事

業
の
健
全
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
文
化
功
労

櫻
井
　
茂
男

　
大
伴
家
持
顕
彰
会
会
長
と
し
て
、
多

年
に
わ
た
り
社
会
教
育
活
動
の
推
進
と

本
市
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
　
き
く
え

阿
部
　
豊
子

小
池
　
信
彥

根
來
　
宣
昭

根
本
　
喜
美
子

島
口
　
英
子

加
藤
　
た
み
子

　
史
都
多
賀
城
万
葉
ま
つ
り
実
行
委
員

会
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
地
域

に
お
け
る
社
会
教
育
活
動
の
推
進
と
本

市
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
み
つ
子

　
婦
人
会
連
合
会
役
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
社
会
教
育
活
動
の
推
進
と
奉

仕
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

斎
藤
　
孝
一

　
単
位
子
ど
も
会
会
長
と
し
て
、
ま
た

市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
役
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
青
少
年
健
全
育
成

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

荒
木
　
朱
美

　
体
育
協
会
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ

た
り
社
会
体
育
の
振
興
、
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
　
惣
之
助

　
文
化
財
保
護
委
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
文
化
財
の
保
護
、
保
存
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

産
業
経
済
功
労

加
藤
　
　
男

　

管
工
事
業
協
同
組
合
役
員
と
し
て
、

多
年
に
わ
た
り
本
市
水
道
事
業
の
振

興
、
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
功
労

小
林
　
良
子

　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
多
年
に
わ

た
り
自
由
人
権
思
想
の
普
及
、
高
揚
及

び
人
権
の
擁
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
　
た
け
子

佐
川
　
茂
子

　
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
民
生
の
安
定
と
市
民
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

統
計
調
査
功
労

伏
谷
　
つ
や
子

大
場
　
舛
一

本
郷
　
直
子

佐
籘
　
は
つ
ね

　
統
計
調
査
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
統
計
調
査
業
務
に
精
励
し
、
統
計
思

想
の
啓
発
と
市
勢
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

保
健
衛
生
功
労

白
浜
　
恒
夫

鎌
内
　
節
子

　
地
域
環
境
推
進
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
地
域
の
環
境
保
全
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

齋
籘
　
直
二
郎

森
　
　
柳
子

　
保
健
衛
生
推
進
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
地
域
住
民
の
健
康
増
進
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

小
野
　
幸
次
郎

大
槻
　
茂
夫

木
村
　
明
志

　
食
品
衛
生
指
導
員
と
し
て
、多
年
に
わ

た
り
食
品
衛
生
の
指
導
を
推
進
し
、市

民
の
保
健
衛
生
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問
／
市
長
公
室
政
策
秘
書
担
当

内
線
２
１
７
、
２
１
８

平
成
25
年
市
政
功
労
者
表
彰
式
典

多賀城P04-05市政-四[04-05].indd   4 13/11/21   14:36

2013年❖平成25年
広報多賀城12月号

2013年❖平成25年
広報多賀城12月号5

【
秋
の
叙
勲
】

旭
日
双
光
章

小
嶋　
廣
司

瑞
宝
双
光
章

笹
原　
正
志

佐
藤　
堯
俊

千
葉　
弘
記

保
科　
和
行

瑞
宝
単
光
章

伊
藤　
五
郎

大
瀧　
直
士

木
村　
芳
市

今
野　
貢

沼
津　
久
義

八
幡　
留
男

渡
邉　
と
め

問
／
市
長
公
室
政
策
秘
書
担
当

内
線
２
１
７
、
２
１
８

多
賀
城
駅
北
側
整
備
の
お
知
ら
せ

　

新
多
賀
城
駅
舎
開
業
に
伴
い
、

市
役
所
方
面
に
通
り
抜
け
る
仮
設

道
路
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
多
賀

城
駅
北
広
場
等
の
整
備
状
況
に

よ
っ
て
、
道
路
の
付
け
替
え
工
事

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
市
街
地
整
備
課
多
賀
城
駅
周

辺
整
備
係

内
線
４
８
３
～
４
８
５

宮城県知事選挙の
投票率

10月27日に行われ
た宮城県知事選挙
の投票率は39.59％
でした。
問／選挙管理委員会
内線631、632

▲仙石線多賀城地区連続立体交差事業整備完了記念式典の様子 ▲史都多賀城観光案内所

新しい多賀城駅舎
内には多賀城ライ
オンズクラブの皆
さんから「東日本大
震災メモリアルオ
ブジェ」が寄贈され
ました。
お越しの際は、ぜひ
ご覧ください。

第
20
回「
壺
の
碑
」

全
国
俳
句
大
会
の
結
果

　

10
月
20
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
小

ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
兼
題
の
部一般
で
は
１
，１
９
９
句
、

嘱
目
の
部
で
は
１
０
７
句
の
投
句
が

あ
り
、
兼
題
の
部
小
・
中
学
生
で
は

３
，４
９
５
句
の
投
句
が
あ
り
30
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
・
特
別
選
者
に
お
迎
え
し
た

宇
多
喜
代
子
先
生
選
の
兼
題
の
部
、

嘱
目
の
部
の
第
一
席
か
ら
第
三
席
の

句
を
紹
介
し
ま
す
。

兼
題
の
部・特
別
選
者
宇
多
喜
代
子
選

❖
特
選
第
一
席

黙
祷
の
日
傘
を
た
た
む
海
の
町

石
巻
市　
土
屋　
遊
蛍

❖
特
選
第
二
席

立
春
の
し
し
ゃ
も
の
腹
の
ぱ
ん
と
割
れ

福
島
市　
草
野　
昌
子

❖
特
選
第
三
席

送
り
火
の
小
さ
き
燠
も
消
え
に
け
り

名
取
市　
小
島　
米
子

嘱
目
の
部・特
別
選
者
宇
多
喜
代
子
選

❖
特
選
第
一
席

芭
蕉
子
規
の
ぞ
き
し
古
碑
に
小
鳥
来
る

塩
竈
市　
井
場　
敏
子

❖
特
選
第
二
席

苔
に
苔
生
え
て
碑
秋
深
む

塩
竈
市　
坂
上　
清
子

❖
特
選
第
三
席

語
り
部
を
引
き
立
て
て
ゐ
る
昼
の
虫

多
賀
城
市　
酒
井
美
代
子

問
／「
壺
の
碑
」全
国
俳
句
大
会
事
務

局（
小
松
温
美
）0
2
2
・
3
6
5
・

0
4
9
2

商
工
観
光
課
観
光
係 

内
線
4
7
3

新多賀城駅舎が開業
多賀城市民6万人の交通・交流の拠点

受
章
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す（敬

称
略・順
不
同
）
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表
1
の
よ
う
に
、
市
の
会
計
は
、
大

き
く
一
般
会
計（
行
政
の
基
本
的
な
経

費
）と
特
別
会
計（
特
定
の
事
業
を
特
定

の
収
入
で
賄
う
経
費
）、
企
業
会
計（
独

立
採
算
を
基
本
と
し
た
経
費
）に
分
け

ら
れ
ま
す
。

　
お
金
の
使
い
道
や
、
市
の
財
政
状
況

に
つ
い
て
Q
＆
A
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

Q
1
　�

昨
年
度
と
比
べ
て
決
算
状

況
は
？

　
普
通
会
計
と
い
う
会
計
区
分
を
用
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
普
通
会
計
と
は
、
各
市
町
村
の
会
計

を
比
較
で
き
る
よ
う
に
統
一
し
た
ル
ー

ル
で
、
同
じ
会
計
内
で
の
取
引
を
相
殺

す
る
な
ど
、
決
算
を
調
整
し
直
し
た
も

の
で
す
。

●�

歳
入
は
市
税
の
回
復
と
国
庫
支
出
金

が
増
額

　

地
方
交
付
税（
国
税
の
一
部
な
ど
を

原
資
と
し
て
国
が
地
方
公
共
団
体
へ
交

付
す
る
お
金
）は
2
億
2
、
2
6
9
万

円
減
の
75
億
5
、
3
1
3
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
方
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
市
民

税
の
減
免
措
置
が
終
了
し
た
影
響
に
よ

り
市
税
収
入
は
5
億
4
、
2
9
0
万

円
増
の
59
億
8
、
0
0
1
万
円
、
国

県
支
出
金
で
23
億
2
、
9
4
5
万
円

増
の
2
1
1
億
8
、
1
6
8
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
歳
入

総
額
で
は
25
億
6
、
1
3
5
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

●
歳
出
は
総
務
費
が
大
幅
に
増
額

　
歳
出
は
、
昨
年
同
様
に
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
事
業
費
な
ど
で

通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
規
模

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
総
務
費
で
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
を
目
的
に
国
や
県
か
ら
交
付
を
受

け
た
東
日
本
大
震
災
復
興
関
連
交
付
金

1
0
0
億
8
、
6
2
2
万
円
を
基
金

に
積
み
立
て
ま
し
た
。

　
民
生
費
で
は
、
災
害
弔
慰
金
支
給
事

業
や
被
災
住
宅
応
急
修
理
事
業
な
ど
の

発
災
後
の
応
急
対
応
に
係
る
事
業
の
縮

小
や
、
そ
の
他
の
災
害
救
助
法
の
規
定

に
基
づ
く
救
助
事
業
の
終
了
な
ど
に
よ

り
、
22
億
5
3
2
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　
土
木
費
で
は
、
下
水
道
事
業
特
別
会

計
、
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
特
別
会

計
で
の
事
業
の
進
捗
に
よ
る
繰
出
金
の

増
加
に
よ
り
、
11
億
9
、
1
3
5
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
決
算
状
況

多
賀
城
市
の
各
種
会
計
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市税
59億 8,001 万円

国県支出金
211億 8,168 万円

グラフ１（歳入）

繰入金
13億 5,883 万円

その他
33億 2,417 万円

地方交付税
75億 5,313 万円

諸収入
7億 7,336 万円

市債
16億 631万円

歳入総額 417 億 7,749 万円
前年度比 25 億 6,135 万円増（6.5％増）

民生費
132億 9,249 万円

土木費
45億 7,313 万円

グラフ 2（歳出）

衛生費
11億 5,700 万円

その他
17億 4,695 万円

災害復旧費
10億 9,121 万円 公債費

23億 3,568 万円

教育費
20億 3,283 万円

歳出総額  400 億 7,231 万円
前年度比 25 億 9,530 万円増（6.9％増）

総務費
138億 4,302 万円

表1　平成24年度各種会計決算状況

区　　分
歳　入（収入） 歳　出（支出）

平成24年度 平成23年度 平成24年度 平成23年度

一般会計 408億9,005万円 392億6,985万円 392億524万円 375億3,072万円

特
別
会
計

災害公営住宅
整 備 事 業 ※ 9億6,631万円 － 9億4,593万円 －

国 民 健 康
保 険 71億1,876万円 64億38万円 67億6,363万円 61億5,616万円

後 期 高 齢
者 医 療 4億3,083万円 3億5,748万円 4億2,632万円 3億5,648万円

介 護 保 険 34億4,726万円 31億2,877万円 33億7,061万円 29億403万円

下 水 道
事 業 55億4,675万円 38億186万円 46億4,438万円 35億5,772万円

※災害公営住宅整備事業は平成24年10月に新たに設置された特別会計です。

区　　分
収　　入 支　　出

平成24年度 平成23年度 平成24年度 平成23年度

企
業
会
計

水
道
事
業
会
計

収益的収入
および支出 17億6,019万円 15億8,965万円 16億8,097万円 16億8,453万円

資本的収入
および支出 2億7,870万円 1億3,952万円 6億5,451万円 5億8,129万円

合 　 　 計 20億3,889万円 17億2,916万円 23億3,548万円 22億6,582万円
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●
実
質
的
な
収
支
は

　
11
億
7
、
3
1
0
万
円
の
黒
字

　

歳
入
と
歳
出
の
差
引
額
は
、
11
億

7
、
3
1
0
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
複
数
の
年
度
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
る
復
旧
・
復
興
事
業
に
対
す
る

国
お
よ
び
県
か
ら
の
補
助
金
等
が
概
算

で
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
今
後
も
収
入
の
大
幅
な
増
加
は
見
込

め
な
い
状
況
で
す
。
限
ら
れ
た
財
源
を

有
効
か
つ
効
率
的
に
活
用
し
、
復
旧
・

復
興
、
そ
し
て
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
財
政
の
健

全
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Q
2
　�

具
体
的
な
お
金
の
使
い
道

は
？

　
平
成
24
年
度
に
取
り
組
ん
だ
主
な
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

・
被
災
住
宅
再
建
補
助
事
業

�

（
3
、
3
1
0
万
円
）

　
震
災
に
よ
り
全
壊
等
の
損
害
を
受
け

た
被
災
者
に
対
し
、
建
築
・
購
入
費
、

補
修
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。

・
道
路
等
災
害
復
旧
事
業

�

（
5
億
7
、
9
7
2
万
円
）

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
箇

所
の
災
害
復
旧
を
行
い
ま
し
た
。

・
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
施
設
災
害
復

旧
事
業�

（
1
億
3
、
4
9
4
万
円
）

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
小

学
校
お
よ
び
中
学
校
の
災
害
復
旧
を
行

い
ま
し
た
。

・
災
害
廃
棄
物
処
理
・
被
災
家
屋
解
体

事
業�

（
60
億
1
、
0
2
0
万
円
）

　
震
災
で
発
生
し
た
大
量
の
災
害
廃
棄

物
の
回
収
お
よ
び
処
理
・
処
分
や
被
災

家
屋
の
解
体
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
桜
木
地
区
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業

�

（
9
億
4
、
4
1
0
万
円
）

　
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
に
向
け
た
基

本
設
計
や
用
地
買
収
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。

Q
3
　�

市
債（
借
金
）は
い
く
ら

残
っ
て
い
る
の
？

　
学
校
や
道
路
な
ど
を
建
設
す
る
た
め

の
多
額
の
費
用
の
一
部
は
、
市
債（
借

金
）で
賄
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、

そ
の
年
度
の
市
債
の
借
入
額
が
そ
の
年

度
の
返
済
額
を
超
え
な
い
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
は
、
新
規
で
借
り
入
れ

る
額
が
返
済
額
を
4
年
ぶ
り
に
下
回
っ

た
た
め
、
市
債
残
高
は
約
3
・
9
億
円

減
少
の
2
1
8
億
7
、
7
6
1
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

Q
4
　�

基
金（
貯
金
）は
い
く
ら

　
　
　
あ
る
の
？

　
基
金
に
は
、
特
定
の
事
業
を
実
施
す

る
た
め
の
特
定
目
的
基
金
と
、
税
収
の

減
少
な
ど
に
よ
る
財
源
不
足
を
調
整
す

る
た
め
の
財
政
調
整
基
金
が
あ
り
ま

す
。

　
平
成
25
年
5
月
末
の
基
金
残
高
の
総

額
は
、
約
2
1
8
・
9
億
円
で
、
土

地
開
発
基
金
が
保
有
し
て
い
る
土
地
を

除
い
た
現
金
額
で
は
、
約
2
1
4
・
2

億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
基
金
残
高
の
う
ち
現
金
額
に
つ
い
て

は
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金

や
、
国
か
ら
の
東
日
本
大
震
災
復
興
交

付
金
、
県
か
ら
の
東
日
本
大
震
災
復
興

基
金
交
付
金
を
基
金
に
積
立
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
約

1
0
3
・
3
億
円
、
89
・
3
パ
ー
セ
ン

ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

Q
5
　
財
政
状
況
は
健
全
な
の
？

●
普
通
会
計
の
指
標
と
し
て
…

　
財
政
状
況
が
健
全
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
た
め
の
、
全
国
統
一
の
指
標
と
し

て「
健
全
化
判
断
比
率
」が
あ
り
ま
す
。

10,000
12,000
14,000
16,000
18,000
20,000
22,000
24,000 （百万円）グラフ 3 市債残高の推移

平成17年 平成24年平成23年平成22年平成21年平成20年平成19年平成18年

20,90220,902 20,59920,599 20,40620,406 19,77319,773 20,78420,784
21,46621,466 22,26522,265 21,87821,878

0

5,000

10,000

20,000

15,000

25,000

平成18年
5月

平成25年
5月

平成24年
5月

平成23年
5月

平成22年
5月

平成21年
5月

平成20年
5月

平成19年
5月

（百万円）基金現在高の推移

5,383

1,392

5,031

1,444

4,792

1,458

4,624

1,551

4,961

1,689

4,702

1,785
8,988

2,577 18,646

3,248

グラフ 4

財政調整基金
特定目的基金

表2　健全化判断比率 （単位：％）
健全化判断比率 平成24年度 平成23年度 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － － 13.12 20 

連結実質赤字比率 － － 18.12 30 

実質公債比率 11.0� 9.5 25 35 

将来負担比率 － 16.1 350 
※ 実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、両比率とも赤字が生じていないため「－」で表記さ

れます。
※ 将来負担比率は、財政を圧迫する可能性のある将来負担が算出されなかったため「－」で表

記されます。

桜木地区災害公営住宅 完成予想図 災害廃棄物仮置場（処分完了）　平成25年7月25日撮影
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本
市
の
平
成
24
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
は
、
表
2（
7
ペ
ー

ジ
）の
と
お
り
い
ず
れ
の
比
率
も
そ
れ
ら

の
基
準
を
大
幅
に
下
回
り
、
健
全
段
階

で
あ
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

健
全
化
判
断
比
率
と
は

　
健
全
化
判
断
比
率
に
は
、
4
つ
の
指

標
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
早
期
健
全
化
基

準
と
、
財
政
再
生
基
準
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
と
も
い
え
る

財
政
再
生
基
準
を
超
え
る
場
合
は
、
国

の
監
督
の
下
で
財
政
再
建
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
り
ま
す
。

◆
実
質
赤
字
比
率

　
普
通
会
計
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化

し
、
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
表
し
た
も

の
で
す
。

◆
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
普
通
会
計
に
、
特
別
会
計
や
公
営
企

業
会
計
を
含
め
た
全
て
の
会
計
の
赤
字

の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
深

刻
度
を
表
し
た
も
の
で
す
。

◆
実
質
公
債
費
比
率

　
普
通
会
計
の
借
入
金
の
返
済
額
等
の

大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り
の
危

険
度
を
表
し
た
も
の
で
す
。

◆
将
来
負
担
比
率

　
普
通
会
計
が
将
来
負
担
す
べ
き
借
入

金
等
の
残
高
を
指
標
化
し
、
将
来
、
財

政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ど
う

か
を
表
し
た
も
の
で
す
。

●
公
営
企
業
の
指
標
と
し
て
…

◆
資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
指
標
化
し

た
も
の
で
、
経
営
状
況
の
深
刻
度
を
表

し
た
も
の
で
す
。
こ
の
比
率
が
、
経
営

健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、
経
営

健
全
化
計
画
を
策
定
し
経
営
改
善
に
と

り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。
本
市
の
公

営
企
業
で
あ
る
水
道
事
業
と
下
水
道
事

業
で
は
表
3
の
と
お
り
、
い
ず
れ
も
、

資
金
不
足
額
は
発
生
せ
ず
、
健
全
段
階

で
あ
る
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

Q
6
　�

健
全
化
判
断
比
率
が
健
全
な

状
態
な
ら
心
配
は
な
い
の
？

　
健
全
化
判
断
比
率
の
ほ
か
に
、
決
算

状
況
を
表
す
指
標
の
一
つ
に
経
常
収
支

比
率
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
継
続
的
か

つ
安
定
的
に
確
保
で
き
る
収
入（
市
税

な
ど
）が
、
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経

費（
人
件
費
、
扶
助
費
な
ど
）に
使
わ
れ

る
割
合
で
す
。
こ
の
割
合
が
80
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
る
と
、
財
政
構
造
が
弾
力

性
を
失
い
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
、
経
常

的
な
事
業
以
外
に
使
え
る
お
金
が
少
な

い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　
本
市
で
は
昨
年
度
と
比
較
し
て
改
善

し
て
い
る
も
の
の
、
震
災
の
影
響
な
ど

で
依
然
と
し
て
高
い
状
態
が
続
い
て
お

り
、
財
政
上
の
大
き
な
懸
念
材
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
改
善
す
る
た

め
、
封
筒
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
広
告

掲
載
な
ど
、
可
能
な
限
り
の
財
源
確
保

や
職
員
給
与
費
の
抑
制
な
ど
に
努
め
て

い
ま
す
。

表4　決算額（普通会計）を市民一人あたりに換算すると・・・
多賀城市 県内12市平均

収入額 67万6,099円 （64万1,143円） 131万3,920円 （77万8,954円）
うち市税

（市民一人あたりの市税負担額） 9万6,776円 （8万8,891円） 10万4,095円 （9万5,604円）

支出額 64万8,503円 （61万2,710円） 120万4,017円 （72万2,781円）
総務費

（交通安全や庁舎の維持管理など総務的な経費） 22万4,026円 （13万5,239円） 57万3,763円 （13万7,098円）
民生費

（子どもや高齢者などの福祉全般の経費） 21万5,117円 （25万3,373円） 27万9,378円 （29万2,898円）
衛生費

（予防接種やごみ処理など生活環境に関する経費） 1万8,724円 （2万1円） 4万373円 （4万3,602円）
土木費

（道路や公園の整備などまちの基盤整備に関する経費） 7万4,008円 （5万5,289円） 9万758円 （4万1,120円）
教育費

（小中学校、文化やスポーツ事業など教育全般の経費） 3万2,898円 （5万1,230円） 4万6,974円 （4万7,687円）
災害復旧費

（東日本大震災による災害からの復旧に関する経費） 1万7,659円 （2万6,148円） 4万9,703円 （3万9,086円）
公債費

（事業を行う際に借り入れたお金の返済） 3万7,799円 （3万7,350円） 5万3,214円 （5万1,187円）
その他

（農業や商工業、議会などに関する経費） 2万8,272円 （3万4,080円） 6万9,853円 （7万103円）

貯金残高（基金残高） 33万278円 （16万4,795円） 64万2,935円 （17万1,425円）

ローン残高（市債残高） 35万4,052円 （36万4,012円） 44万5,769円 （44万8,073円）
※（　）内は、前年度数値
※基金は、財政調整基金と特定目的基金（定額運用基金を除く。）の合計額で積算しました。

（平成25年3月31日現在住民基本台帳人口　61,792人で算出）

（単位：％）

平成17年 平成24年平成23年平成22年平成21年平成20年平成19年平成18年

経常収支比率の推移グラフ5

50

60

70

80

90

110

100

130

120

100.3 100.0 99.5 95.8 99.8 97.1
120.1

112.9

80％を超えると財政
構造が弾力性を失いつ
つあるとされるライン

表3　資金不足比率 (単位：％）
資金不足比率
（健全化法） 平成24年度 平成23年度 経営健全化基準

下水道事業
（法非適用企業） － － 20

水道事業
（法適用企業） － － 20

※ 下水道事業及び水道事業とも、資金不足が生じていないため「－」で表
記されます。
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●
歳
入（
グ
ラ
フ
6
）

　

予
算
額
3
0
3
億
4
、
7
4
3
万

円
に
対
し
、
収
入
済
額
は
1
2
9
億

7
、
2
5
0
万
円
で
、
収
入
率
は
42
・

7
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
税
は
、
予
算
額
65
億
7
、
2
4
0

万
円
に
対
し
、
収
入
済
額
は
36
億

9
、
8
2
6
万
円
で
、
収
入
率
は
56
・

3
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
債
は（
市
の
借
金
）は
建
設
事
業
を

実
施
す
る
た
め
の
も
の
で
、
工
事
終
了

後
に
借
り
入
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
部
分

は
下
半
期
に
執
行
さ
れ
ま
す
。

●
歳
出（
グ
ラ
フ
7
）

　

予
算
額
3
0
3
億
4
、
7
4
3
万

円
に
対
し
、
支
出
済
額
は
95
億

4
、
1
8
3
万
円
で
、
執
行
率
は
31
・

4
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
民
生
費
は
、
被
災
者
住
宅
再
建
補
助

事
業
等
に
よ
り
、
支
出
済
額
は
31
億

3
、
5
3
6
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
特
別
会
計
と
企
業
会
計

　
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
特
別
会

計
と
、
企
業
方
式
で
経
営
す
る
企
業
会

計
の
執
行
状
況
は
、
表
5
と
表
6
の
と

お
り
で
す
。

◆
市
の
財
産
や
借
金
の
状
況

　
そ
の
他
、
財
産
、
債
務
は
表
7
の
と

お
り
で
す
。

　

予
算
・
決
算
、
財
政
状
況
な
ど
は
、

2
階
の
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
／
市
長
公
室
財
政
経
営
担
当

内
線
2
1
6

平
成
25
年
度
上
半
期
の
予
算
執

行
状
況

（
平
成
25
年
4
月
1
日
～
9
月
30
日
）10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％0％

95億 4,183 万円 208億 560万円
4億 6,741 万円 6億 8,401 万円

31億 4,367 万円1億 1,167 万円

10億 2,002 万円 25億 5,439 万円

12億 3,332 万円 11億 8,064 万円

42億 7,321 万円17億 1,364 万円
5億 9,092 万円5億 3,159 万円

18億 8,424 万円8億 4,903 万円

56億 2,285 万円31億 3,536 万円
8億 7,167 万円4億 7,980 万円

支出済額
未執行額

合計
その他

公債費
災害復旧費

教育費
消防費
土木費
衛生費
民生費
総務費

グラフ 7 歳出執行状況

表5　特別会計
区　　分 予算現額 収入済額 支出済額

国民健康保険 68億1,882万円 29億35万円 28億3,255万円
介護保険 33億166万円 15億4,112万円 13億7,434万円
下水道事業 100億1,915万円 22億2,992万円 18億4,686万円
後期高齢者医療 4億9,661万円 1億8,982万円 1億7,568万円
災害公営住宅整備事業 22億8,773万円 2,038万円 768万円

合　　計 229億2,397万円 68億8,159万円 62億3,711万円

表6　水道事業会計
区　　分 収支の別 予算額 執行額

収益的収入および支出
収　入 22億7,956万円 9億2,126万円
支　出 20億7,029万円 7億8,437万円

資本的収入および支出
収　入 5億1,383万円 1億8,452万円
支　出 8億8,611万円 3億5,545万円

表7　財産・債務の状況（平成25年9月30日現在）
基金 219億8,597万円 土地：公園や市の建物の敷地など 2,523,695㎡

内
　
　
　
訳

年度間の財政調整のための基金
（財政調整基金） 38億4,907万円 建物： 市庁舎や小中学校、保育所、市営住

宅の建物など 163,726㎡

特定の目的のために積み立てている基金 161億9,569万円 出資金： 多賀城市土地開発公社への出資金
など 7,039万円

史跡のまち基金 9億8,714万円
教育施設及び文化施設管理基金 8億672万円 債権： 地域総合整備資金貸付金、災害援護

資金貸付金など
11億9,683万円

市債管理基金 15億9,994万円
生涯学習推進基金 2億706万円 市債 462億9,348万円
庁舎耐震対策等事業基金 3億円

内
訳

一般会計 212億7,229万円
太陽光発電設備管理基金 0円 特別会計 210億8,869万円
東日本大震災復興基金 24億2,917万円 （下水道事業） 雨水事業分 123億5,749万円
東日本大震災復興交付金事業基金 98億6,566万円 汚水事業分 87億3,120万円

特定の目的のために定額の資金を運用するための基金 14億8,560万円 企業会計（水道事業） 39億3,250万円
土地開発基金 14億8,560万円

その他 4億5,561万円
国民健康保険財政調整基金 3億6,808万円
介護保険事業財政調整基金 8,753万円

グラフ６ 歳入執行状況

10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％0％
合計

その他
市債

諸収入
財産収入
繰入金

国県支出金
地方交付税

市税

129億 7,250 万円 173億 7,492 万円
17億 4,631 万円

1億 7,507 万円

5億 7,311 万円
22億 8,670 万円

28億 7,414 万円

6,571 万円
9億 7,056 万円

7,720 万円
5億 2,597 万円

36億 2,943 万円

36億 9,826 万円
16億 4,240 万円37億 3,386 万円

25億 8,273 万円 57億 6,598 万円

収入済額
収入未済額
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近
年
、
異
常
気
象
と
感
じ
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
せ
ん
か
。
こ
れ
は
地
球
温
暖
化
が
一
因
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

❖
地
球
温
暖
化

　
温
室
効
果
ガ
ス（
一
般
的
に
二
酸
化
炭
素
）は
大

気
温
を
一
定
に
保
つ
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

濃
度
が
高
く
な
る
と
、
熱
を
放
出
で
き
ず
、
地
球

に
熱
が
溜
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
産
業
が
発
展
し
、
急
激
に
二
酸
化
炭
素
の
濃
度

が
増
え
、
地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
更
に
、
海
面
上
昇
が
急
激
に
進
ん
で
い
る
こ
と

で
、
異
常
気
象
が
発
生
す
る
の
で
は
、
と
い
う
説

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
世
界
的
な
事
例
で
は
南
極
の
氷
が
解
け
、
海
面

上
昇
に
よ
り
小
さ
な
島
が
水
没
し
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
干
ば
つ
や
、
砂
漠
化
な
ど
の
被
害
が
出

て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
記
録
的
な
大
雨
や
、
真
夏
日
の
連
続

記
録
な
ど
が
続
き
ま
し
た
。

　
確
実
に
地
球
温
暖
化
の
影
響
は
、
私
た
ち
の
身

の
周
り
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

❖
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　
地
球
温
暖
化
の
進
行
は
急
に
止
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
将
来
の
た
め
に
、
今
か
ら
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
抑
制
す
る
取
り
組
み
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
企
業
で
は
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い
よ
う
に

設
備
改
修
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
L
E
D
照
明
を
使
用
し
て
電
気
使
用

量
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
個
人
で
は

・
節
電
、
節
水
に
努
め
る

・�

資
源
を
大
切
に
し
、
※
3
R
を
推
進
す
る
。

・�
燃
費
の
良
い
自
動
車
に
乗
り
換
え
を
検
討
す
る
。

・
地
産
地
消
を
推
進
す
る
。

　
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
、
将
来
的
に

温
室
効
果
ガ
ス
を
抑
制
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
す
。

　

個
人
が
で
き
る
こ
と
は
微
々
た
る
も
の
で
す

が
、
小
さ
な
取
り
組
み
が
積
み
重
な
り
、
地
域
全

体
で
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
家
計
に
や
さ
し
く
、
地
球
に
も
優
し
い

取
り
組
み
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
3
R
と
は

リ
デ
ュ
ー
ス
：
ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す

リ
ユ
ー
ス
：
繰
り
返
し
使
う

リ
サ
イ
ク
ル
：
再
生
利
用

問
／
生
活
環
境
課
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

内
線
2
3
5

　
注
文
し
て
い
な
い
健
康
食
品
を
送
り
つ
け
、「
代

金
を
支
払
え
」な
ど
と
迫
る
商
法
に
新
し
い
手
口

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

◆
手
　
口
◆

・「
以
前
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
商
品
を
今
か

ら
送
り
ま
す
」な
ど
と
突
然
電
話
が
あ
り
、
身
に

覚
え
が
な
い
と
断
っ
て
も
強
引
に
送
り
つ
け
る
。

・
健
康
食
品
と
と
も
に
消
費
者
の
住
所
や
氏
名
が

既
に
記
入
さ
れ
た
現
金
書
留
封
筒
を
送
り
つ
け
、

電
報
や
電
話
な
ど
を
繰
り
返
し
、
断
っ
て
も「
注

　次のものは市で収集できないので、ごみ集積所に出す
ことはできません。
①引っ越しごみや大量のごみ
②法律でリサイクルが義務づけられているもの
例）�テレビ・冷蔵（凍）庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン・
パソコン

③市で処理できないもの
例）�タイヤ・スプリング入りマットレス・消火器・バッ
テリーなど

④事業活動によって出る事業系ごみ

　収集できないものを集積所に出すことは不法投棄
です。
　生活環境を損なうことになりますので、一人ひとりが自
ら処理をして、不法投棄は絶対にしないでください。
　市で収集できないものは、次の収集許可業者に連絡し、
有料で処理してください。
ごみ収集許可業者
クリーンセンター宮城 ☎367-0054
渋谷清掃 ☎367-3133
豊島 ☎362-8966
藤原清掃 ☎364-0827

問／生活環境課リサイクル推進係　内線236

文
し
た
と
き
の
電
話
を
録
音
し
て
い
る
」な
ど
と

言
っ
て
支
払
い
を
迫
る
。

・
一
度
被
害
を
受
け
た
消
費
者
宅
に
、
他
の
販
売

業
者
か
ら
も
繰
り
返
し
商
品
が
送
り
つ
け
ら
れ
る
。

◆
対
　
策
◆

・
注
文
し
た
覚
え
が
な
く
、
購
入
す
る
つ
も
り
が

な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断
る
。

・
商
品
が
送
り
つ
け
ら
れ
て
き
て
も
、
受
け
取
り

を
拒
否
し
、
絶
対
に
お
金
を
払
わ
な
い
。

・
脅
さ
れ
る
な
ど
恐
怖
を
感
じ
た
ら
警
察
に
も
相

談
す
る
。

　
繰
り
返
し
の
送
り
つ
け
や
、
身
に
覚
え
の
な
い

支
払
い
を
迫
ら
れ
る
な
ど
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
市
民
相
談
室
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
／
市
民
相
談
室

内
線
2
3
7
～
2
3
9

新
し
い
手
口
!!

健
康
食
品
の
送
り
つ
け

商
法
に
ご
注
意
を

ごみ集積所には出せないものがあります

ス
ト
ッ
プ
!!
地
球
温
暖
化

〜
今
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
〜
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　12月に入り、いよいよ冬本番の季節です。寒さが厳しくなると水道管が凍結しやすくなります。凍結する前に
ご家庭の水抜きの仕方を確認し、必要に応じて水抜きをしておきましょう。
　凍結や破損したときは水抜栓を閉めて指定給水装置工事事業者または、工務課給水係へ連絡してください。
　解氷と修繕は有料となるので水道管の凍結には注意しましょう。� 問／工務課給水係　内線770、771

◆地域の景観まちづくりを進めます
　本市では、「多賀城らしい」景観の形成に向けて、地域の歴史・自然・都
市（街並み）を活かした景観まちづくりを進めています。
　本市の景観の特徴
　歴史的景観 � ���特別史跡「多賀城跡附寺跡」を始め、「末の松山」や「沖の

井」といった名勝地、江戸時代に開削された「貞山運河」
など

　自然的景観 � ���加瀬沼や市川の史跡周辺の樹林地、南宮・山王地区の
田園地帯、砂押川・七北田川の河川景観など

　都市的景観 � �幹線道路の沿線や住宅地など
　歴史・自然・都市を活かした良好な景観を形成するためには、その地域にお住まいの方々、事業者、行政が、
その地域の景観の特色や魅力を共有し、景観を活かしたまちづくりについて共通の理解を持つことが重要です。

　伝統や歴史・文化などが継承されている地域においては、その地域の人々
の営みと調和して形成された美しい景観を守り、次の世代に伝えていくこ
とが重要であると考えています。
　現在、山王・南宮地区、市川地区において地域の皆さんと「歴史性を活か
した魅力あるまちづくり」を目指した意見交換会を行っているところです。
　今後も地域の皆さんや景観に関わる各種団体と意見交換を行いながら、
本市の美しく魅力的なまちづくりを進めていきます。
 問／都市計画課都市計画係　内線424

景観だより 14  地域の景観まちづくり

冬場の凍結にそなえましょう水抜きの仕方を
確認しよう

水抜き栓の操作（手動式） 水抜き栓の操作（電動式）

使用方法  
水抜きをする時期　冬期間（12月〜翌年3月頃）
〜凍結の心配がある時には以下の手順で操作してください〜
①電源スイッチをONにしてください。
②�通水ランプ（緑）が点灯している時は、水を出しながら操
作スイッチを押して、水抜きランプ（赤）の点灯を確認して
ください。（空気の導入の為、蛇口はあけたままにして
おきます。水は止まります。）
③�水を出したい時は、全ての蛇口を閉めた後、操作スイッ
チを押して、通水ランプ（緑）の点灯を確認してください。

水抜きをしない時期　春・夏・秋期間（4月〜11月頃）
水道の凍結は心配ありませんので、通水ランプ（緑）の点灯
を確認の上、電源スイッチをOFFにしてください。（電源を
OFFにしても水が止まる心配はありません。）
※�製品を良い状態に保つ為、水抜きしない期間でも定期的
に作動させる事をお勧めします。（3カ月に1回程度）

水抜栓1本操作用
電源スイッチ

操作ボタン

通水ランプ（緑）
水抜ランプ（赤）

1

1

2

2

3

3

凍結を防止するとき（水抜き操作）

水を使う時（通水操作）

南宮・山王地区の意見交換会の様子

市川地区の意見交換会の様子

水抜きハンドル（白ハンドル）
を、水抜き方向（右回り ）に
止まるまで回します。

屋内のすべての蛇口
（台所、トイレ、お
風呂、洗濯機）が閉
まっているか、ご確
認ください。

蛇口�を開けて、水
をお使いください。

水抜きハンドル（白ハンドル）を、
通水方向（左回り ）に止まるまで
回します。通水状態になります。

屋内のすべての蛇口�（台所、
トイレ、お風呂、洗濯機）を開
けてください。立上がり管内
に空気が入り、水が抜けます。

水抜きが終わっ
たら、蛇口を閉
めてください。

※ 蛇口（水栓）は、各メーカーの取扱説明書に従って水抜き操作
を行ってください。

水抜栓を動かしている時に
点滅し、動かし終わると点
灯します。

それぞれのボタンを押すごとに水抜
栓が通水と水抜きを繰り返します

通水操作後は、蛇
口から水が飛び散る
ことがありますので
ご注意ください。

空気を吸入
しないと立上
り管内の水が
抜けません。
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　歳入は、国民健康保険に加入されている皆さんが納めている国民健康保険税が18.1パーセントで、国からの支
出金、前期高齢者交付金に次ぐ割合となっています。歳出では、68.5パーセントが保険給付費（被保険者の方が医
療機関にかかった医療費などに対する支出）となっています。

　過去3年間の医療費（保険給付費等）については、下
記のグラフが示すとおり、増加の傾向にあります。
（平成23・24年度は、震災による一部負担金免除額
を除いた医療費を示しています）

　被保険者数についても、東日本大震災を期
に大きく増加していますが、その後、徐々に
減少し、平成24年度末（平成25年3月）に向
かっては、震災以前の被保険者数とほぼ同じ
になっています。

　年間の一人あたり医療費（総額）についても、下記の
グラフが示すとおり、増加の傾向にあり、平成24年
度は大きく増加しました。

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

や
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き
は
、
14
日

以
内
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手

続
き
が
必
要
で
す
。
新
し
い
健
康
保
険

に
加
入
し
た
と
き
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
は
使
え
な
く
な
り
ま

す
。
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
二
重
に
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
る
の
で
、
早
め
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
／
国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

内
線
1
2
4
～
1
2
7

問／国保年金課国保庶務係　内線121～123

シリーズ

国保を知ろう③
今月号では、国民健康保険特別会計の決算状
況についてお知らせします。

療養給付費保険者負担支出状況

平成24年度決算状況

被保険者数の推移

被保険者一人あたりの医療費の推移

国 民 健 康 保 険 税 12億8,961万8,975円
国 庫 支 出 金 22億   936万5,423円
療 養 給 付 費 交 付 金 6億   871万2,952円
前 期 高 齢 者 交 付 金 14億   425万3,701円
県 支 出 金 3億5,617万9,307円
そ の 他 12億5,062万4,845円

総 務 費 8,205万1,545円
保 険 給 付 費 46億3,438万2,393円
後 期 高 齢 者 支 援 金 等 7億7,428万8,445円
前 期 高 齢 者 納 付 金 等 83万   167円
介 護 納 付 金 3億2,927万9,681円
そ の 他 9億4,279万4,383円

【国民健康保険の手続き】
加入するとき 必要なもの

離職したとき 離職票等（退職日がわかるもの）、認め印、年金証書（※）
転入したとき 認め印
扶養からはずれたとき 扶養からはずれた日付がわかるもの、認め印、年金証書（※）
お子さんが生まれたとき 認め印
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止（停止）決定通知書、認め印

やめるとき 必要なもの
職場の健康保険に加入したとき 職場の健康保険証、国民健康保険の保険証、認め印
転出したとき 国民健康保険の保険証、認め印
扶養にはいったとき 扶養にはいった日付がわかるもの、国民健康保険の保険証、認め印

変更があったとき 必要なもの
住所が変わったとき 住所が変わったことがわかるもの、国民健康保険の保険証、認め印
修学のため別に住所を定めるとき 在学証明書、国民健康保険の保険証、認め印
世帯主が変わったとき 国民健康保険の保険証、認め印
氏名が変わったとき 氏名が変わったことがわかるもの、国民健康保険の保険証、認め印
※ 65歳未満の方で厚生年金や共済組合等に20年以上加入し（40歳以降加入の場合は10年）、年金
を受けている方またはその扶養に入っていた方は必要です。

被保険者数

15,000
15,200
15,400
15,600
15,800
16,000
16,200

（人）

平成
22年
4月 6月 8月 10月 12月

平成
23年
2月 4月 6月 8月 12月

平成
24年
2月10月 4月 6月 8月 10月 12月

平成
25年
2月

240,000

260,000

280,000

300,000

320,000

340,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月1月 2月 3月

24年度
23年度
22年度

千円

歳入　71億 1,875 万 5,203 円
その他 17.6%

県支出金 5.0%

前期高齢者交付金
19.7%

療養給付費交付金
8.6%

国庫支出金
31.0%

国民健康保険税
18.1%

260,000

280,000

300,000

320,000

340,000
（円）

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

283,977 291,203
295,970 301,941

334,668
年間一人あたり医療費の推移

歳出　67 億 6,362 万 6,614 円 
その他 13.9%

介護納付金 4.9%
前期高齢者
納付金等

0.1%
後期高齢者
支援金等
11.4%

保険給付費
68.5%

総務費 1.2%
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12
月
に
入
る
と
ク
リ
ス
マ
ス
や
忘
年
会
な
ど
、

お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。お
酒
は「
百

薬
の
長
」と
も
言
わ
れ
、
適
量
な
ら
元
気
回
復
に

も
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
飲
み
方
に

よ
っ
て
は
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

●
お
酒
と
上
手
に
つ
き
合
い
ま
し
ょ
う

　
お
酒
の
適
量
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
ま
た
同
じ

個
人
で
も
そ
の
日
の
体
調
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
女
性
は
一
般
的
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
が
及

び
や
す
い
こ
と
も
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
妊

娠
中
や
授
乳
期
で
は
禁
酒
を
強
く
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

●
適
量
の
飲
酒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　
長
期
に
大
量
の
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
と
、
肝
臓

病（
脂
肪
肝
・
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
・
肝
硬
変
な

ど
）、
脳
卒
中
、
が
ん
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な

ど
を
招
く
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
適
量
は
ど
の
く
ら
い
で

し
ょ
う
か
？

　
適
量
は
、
1
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
約
20
グ

ラ
ム
で
す
。
日
本
酒
な
ら
1
合
弱
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
酒
を
楽
し
む
た
め
に
、
適
量
を

守
り
、
週
2
日
は
休
肝
日
を
設
け
て
飲
み
過
ぎ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
1
3
2
～
1
3
4

旬の野菜を食べよう！

【春菊の育て方】
　春菊は一年中栽培でき、育て方も簡単です。病
気や害虫にも強いので、無農薬で育てることもで
きます。
①�　深さ14センチメートル以上のプランタ－を
用意し培養土をいれます。

②�　鉢底から水が流れ出すまでたっぷりと水をか
けます。

③　種は均一になるようパラパラとまきます。
④�　好光性なので、やっと種が隠れる程度に薄く
土をかけます。

⑤�　種が流れないように気をつけながら水をかけ
ます。

⑥�　本葉が2～3枚になったら、3～4センチメー
トル間隔になるように間引きします。

⑦�　種まきから20日程度でベビーリーフが楽し
めます。伸びてきた上の部分を収穫すると、脇
から新しい芽が出て、再び収穫を楽しむことが
できます。

包丁いらず。ちぎるだけ。簡単！春菊サラダ
①�　春菊の葉をちぎって器に盛ります。できるだ
け新鮮で柔らかいものを選んで。

②�　①の上に焼き海苔をちぎってのせます。
③�　②の上にフライパンでカリカリに炒ったちり
めんじゃこをのせます。（面倒なときはシラス
でも）

④�　最後にごま油、岩塩をかけて完成です。
※�味海苔や韓国海苔、市販のドレッシングでも。
ちぎるだけなので、小さいお子さんと作っても
楽しいですよ！

問／農政課農政係　内線443

グラス

ワイン２杯

（200ml）

ビール

中びん1本

（500ml）

焼酎（25度）

0.6合（110ml）

日本酒１合

（180ml）

１日のアルコールの適量は、
いずれか１種類です

ウイスキー
ダブル１杯
（60ml）

＜適正飲酒の10か条＞

楽しくお酒を飲むために

　冬の重要な葉野菜の一つ「春菊」。鍋がおいしいこ
の季節に大活躍の食材です。春菊といえば「鍋」とい
うのが定番ですが、茎や葉が柔らかい旬の今ならサ
ラダにしてもおいしく食べられます。春菊は火をと
おすと苦みが増しますが、サラダなら春菊が苦手と

いう方にもおすすめです。プランターで育てること
も比較的簡単なので、自分で育ててみてはいかがで
しょう。春菊は、ほうれん草や小松菜をしのぐβカ
ロチンの含有量を誇ります。βカロチンには免疫力
を高める効果があり、風邪の予防にもなります。

1  談笑し　楽しく飲むのが 
　　基本です
2  食べながら　適量範囲で 
　　ゆっくりと
3  強い酒　薄めて飲むのが 
　　オススメです
4  つくろうよ　週に二日は 
　　休肝日
5  やめようよ　きりなく 
　　長い飲み続け
6  許さない　他人（ひと）への 
　　無理強い・イッキ飲み
7  アルコール　薬と一緒は 
　　危険です

8  飲まないで　妊娠中と 
　　授乳期は
9  飲酒後の運動・入浴 
　　要注意
10 肝臓など　定期検査を 
　　忘れずに
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除雪・融雪の問い合わせ先
� 市　道 多賀城市建設部道路公園課� ☎368-1141

� （内線434、435）
� 県　道 宮城県仙台土木事務所

　　　　　　道路管理第一班� ☎297-4315
� 国　道 国土交通省仙台東国道維持出張所� ☎246-4151

＜お願い＞
①�自宅前など、生活道路の除雪をお願いします。
②�車道への雪投げは危険です。道路わきや空き地に寄せるように
お願いします。
③�除融雪作業や通行の迷惑になりますので、路上駐車はしないよ
うにお願いします。
④�日陰など除融雪作業後でも凍結している場合がありますので、
安全運転をお願いします。

▲坂道やカーブなどに置いている融雪缶

多賀城P14-15除融雪-二[14-15].indd   14 2013/11/15   18:30:29
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市内除融雪路線マップ

雪道の安全確保のために除雪作業または融雪作業を行います
＜作業内容＞
①12月～3月までの冬期間に、路面の状況により除雪作業または融雪作業を実施します。
②�実施する路線は、生活に重要である交通量の多い幹線路線、バス路線、急勾配、急カーブなど危険
が予想される路線とします。

③除雪作業は、おおむね10㎝以上の積雪が見込まれる場合に午前7時までに完了するように行います。
④除雪作業は、夜間など気温が下がり凍結または凍結の恐れがある場合には、融雪剤を散布します。
⑤�天候の急変などにより除融雪作業が間に合わない場合や、市で除融雪作業を行わない区間や歩道に
つきましては、皆さんのご協力をお願いします。

＊�坂道やカーブなどには小分けした融雪剤を入れた融雪缶を設置していますので、融雪剤の散布をし
ていただくよう、ご協力をお願いします。ただし、自宅などに散布するために融雪剤を持ち帰るこ
とはご遠慮ください。

　�ボランティアで融雪にご協力いただける方は、融雪剤（20㎏入り2袋まで）を無償で提供しますので、
道路公園課までご連絡の上、お受け取りください。
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地域の話題♪

まちかどニュースまちかどニュース
掲載した写真は、ご本人にのみ差し上げます。
また、地域の楽しい話題をお知らせください。
問／地域コミュニティ課広報広聴係　内線254、255

　多賀城中学校2年生の和田千夏さんが12月大
阪府で行われるJOCジュニアオリンピックカッ
プ第27回全国都道府県対抗中学バレーボール大
会の宮城県選抜メンバーに選ばれました。
　大会での活躍を期待しています。がんばってく
ださい。

� 齋藤　瑠
る

華
か

ちゃん（1歳8カ月）
「家族みんなの宝物。元気に育ってね」ママより

プロサッカー選手との夢の交流
　被災地多賀城の子ども達を勇気づけようと、10月20
日、Ｊ1名古屋グランパスエイト選手15人とスタッフが、
多賀城公園を訪れました。
　あいにくの雨が降る寒い日ではありましたが、ゴール
キーパー楢崎選手やフォワード玉田、永井、矢野選手な
ど、元日本代表選手の来訪に、多賀城ＦＣや鶴ケ谷ＦＣ
に所属するサッカー少年達は大興奮。
　記念撮影やサイン会、そして、選手達との熱気あふれ
るミニゲームなどを楽しみました。

これからも安全運転で
　9月30日、塩釜地区交通安全協会主催による塩
釜地区高齢者いきいき運転競技会が開催され、多賀
城市南部支部の皆さんが第1位になりました。
　この大会では、管内二市三町の各支部65歳以上
の高齢者の方が、安全運転実技と筆記テストで競い
合い、日頃からの安全運転の成果が認められました。
　これからも、安全運転に心がけ、事故に巻き込ま
れないよう、起こさないように気をつけましょう。

わ
が
家
の
ち
び
っ
子

　
自
慢
の
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん（
未

就
学
児
）の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
広
報

広
聴
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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親子で守ろう！交通ルール！
　10月23日、鶴ケ谷児童館で、「親子交通あんぜ
ん教室」が開催され、15組の親子が参加しました。
教室では、人形劇を見たり、お母さんと横断歩道を
渡る練習をしました。人形劇では、人形に子どもた
ちは興味津々。それから、交通安全のお約束を警察
官と交わしました。その後、子どもたちは、パトカー
試乗を楽しみ、少し照れながらも警察官になりきっ
ていました。
　親子で楽しく交通ルールを見直す良い機会となり
ました。
（この記事は、職場体験で市役所に来てくれた高崎中
学校2年の大友麗さん、佐藤天美さんが作成しました）

手作りカスタネットは優しい響き
　シルバーワークプラザ日曜大工講座受講生16人が
作ったカスタネット170個ほどが、市内7カ所の幼稚
園に贈られ、10月29日、高崎幼稚園でその贈呈式があ
りました。カエルの顔の形をしたカスタネットは作成期
間3カ月の力作。以前、子ども達から歌のプレゼントを
されたとき、子ども達が手をたたきながら歌ってくれた
ことがあり、カスタネットがあればいいなと思いついた
のが贈るきっかけだそうです。色とりどりのカスタネッ
トに、子ども達は目をキラキラさせて喜んでいました。

古代の伝統をまつりで伝える
　11月10日、JR東北本線陸前山王駅前にて山王区民
秋まつりが開催されました。お祭りのメーンは万葉餅つ
き大会。手植え、手刈りのもち米を使用し、きねと臼で
みんなで餅をつきました。餅は万葉衣装を身にまとった
子どもたちから参加者へ配られました。
　その他、甲冑（かっちゅう）の試着や米作り体験など、
古代からの伝統を後世へ伝承する場となりました。

美味しい食べ物が盛りだくさん
　11月17日、JR仙石線多賀城駅前広場で、たがじょ
う市民市が開催されました。
　当日は、多賀城駅で仙石線多賀城地区連続立体交
差事業整備完了記念式典が行われたこともあって、
たくさんの来場者でにぎわいました。
　会場には新鮮野菜の販売や木製ふでばこを作る
コーナーなどがあり、新駅舎を記念しての無料の記
念品も配られました。
　また、ステージでは、自衛隊の音楽演奏や
YOSAKOI演舞、豪華景品が当たる大ビンゴゲーム
大会などで盛り上がりました。
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お
知
ら
せ

タイトル 日時／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
忘年囲碁大会 12月1日㈰午前9時50分から

／多賀城囲碁センター
どなたでも参加できます。上位者は
表彰します。

1,500円（食事付き）
日本棋院多賀城支部
☎368-7925
http://gon.ath.wjg.jp/tigo/

多賀城「支え合いの会」 12月2日㈪午前11時30分～
午後1時30分
／くいしん坊

年末交流会 1,500円
向坂☎367-4071

絵手紙・はがき絵
すずらんの会

（金曜日コース）12月6日、20日
（土曜日コース）12月7日、21日
いずれも午前10時～正午
／山王地区公民館

お正月の絵手紙を楽しんでみません
か。おしゃれな・すてきな絵手紙で
す。男女問わず、興味のある方募集。
道具は貸し出しますので手ぶらでど
うぞ。

1,000円（体験料2回分）
浅野☎363-4887
（午前9時～正午・午後6時～8時）

女性のためのヨガ練習会 12月11日㈬午前9時30分～
10時10分
／文化センター

体の固い人でもラクラクできる、初
心者向きのヨガクラスです。

無料
ヨガ同好会ラン
鈴木☎368-7078

子育てサロン
「子どもの見方・捉え方」

12月12日㈭午前10時～正午
／利府町コミュニティーセン
ター

お子さんをありのまま受け入れたい
のに、ついついイライラしてしまう
お母さん。お子さんの見方を変える
事で子育てがもっと楽しくなりま
す。講座&茶話会をします。（要申込）

1,000円
加藤☎080-1849-6253
メール
tenshinokyuusoku@gmail.
com

心の大掃除
「おしゃべりで心のデトッ
クス」

12月20日㈮午前10時～正午、
午後7時～9時（2回）
／市民活動サポートセンター

・話しを聞いてもらいたい・心のメ
ンテナンス法を知りたい・新年を明
るく迎えたい
セラピーのプレゼント付き

1,000円
ハートフルハピネス
木ノ下☎090-7664-4252

NPO法人日本YOGA連盟
主催教室

平成26年2月7日㈮午前10時
15分～11時45分
／リフレーヌ

赤ちゃんと楽しめる産後ヨガとベ
ビーヨガ
／生後2カ月～1歳前後のお子様と
お母さん（定員5組）

初回1,000円
2回目以降1,500円
ＮＰＯ法人日本YOGA連盟
http://www.npo-yoga.com/
阿部☎090-8786-9059平成26年1月10日㈮、3月7

日㈮午前10時15分～11時45
分
／リフレーヌ

こどもと楽しめるママヨガとキッズ
ヨガ
／1歳以上の未就学児とお母さん
（定員5組）

ご
厚
意
に
感
謝（
敬
称
略
）

［
市
へ
］

○
一
般
寄
付
金

・
後
藤　
總
一（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）

○
絵
本

・「
絵
本
ｄ
ｅ
え
が
お
実
行
委
員
会
」

�

（
福
岡
県
遠
賀
郡
遠
賀
町
）

［
社
会
福
祉
協
議
会
へ
］

・
東
北
学
院
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

（
多
賀
城
市
高
崎
）

・
陸
上
自
衛
隊
多
賀
城
駐
屯
地

�

（
多
賀
城
市
丸
山
）

［
東
日
本
大
震
災
関
連
］

○
義
援
金（
10
月
分
）

カ
タ
ク
ラ
シ
ゲ
オ
、カ
ネ
オ
カ
メ
グ
ミ
、

カ
ミ
ム
ラ
ミ
カ
、
キ
マ
ヤ
ナ
エ
、
な
ら

こ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会
、（
有
）ネ
ギ

シ
シ
ー
ト
メ
タ
ル
、
山
梨
県
塩
山
実
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

○
寄
付
金

ガ
イ
ア
交
響
楽
団
、
ス
ズ
キ
ワ
カ
コ
、

奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
奈
良
支
部
、
マ

ツ
ダ
ヨ
ウ
コ

○
物
資
提
供
・
人
的
支
援

西
南
女
学
院
同
窓
会
関
東
支
部
、
東
京

エ
レ
ク
ト
ロ
ン（
株
）、
フ
ラ
ワ
ー
都
市

交
流
連
絡
協
議
会
、（
株
）未
来
屋
書
店
、

（
株
）八
重
椿
本
舗

＊�

物
資
の
提
供
・
人
的
支
援
を
い
た
だ

い
た
個
人
の
方
は
掲
載
を
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●原稿は掲載希望の前月5日まで地域コミュニティ課広報
広聴係（FAX�368-2369）へ。記事の量が多い月は翌月以
降に繰り越す場合があります。
●市民による市内での活動を優先して掲載しますので、そ
れ以外の情報は掲載できない場合があります。営利事業な
どは掲載いたしません。また、市のホームページにも転載
されます。

会
員
募
集

タイトル 活動／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
山王ヨガサークル 毎週水曜日午前10時～11時

／山王地区公民館
初心者向けのヨガ（修正法含む）どな
たでも参加できます。

各サークルとも各回500円
ＮＰＯ法人日本ＹＯＧＡ連盟
http://www.npo-yoga.com/
阿部☎090-8786-9059Ｂｕｎｄａｒ（ばんだぁ） 第1、3火曜日午後10時10分

～10時50分
／リフレーヌ

初心者向けのヨガ（子連れ可）育児中
の女性

多賀城ハイビスカス 毎週火曜日午前10時15分～
11時45分
／文化センター

筋力アップにつながる楽しいフラダ
ンス。初心者の方、高齢者大歓迎

月3,000円
櫻井☎309-5081

新婦人親子リズムりんご 毎週木曜日午前10時30分か
ら
／高橋地区生活センター

スキンシップを大切に親子でリズム
体操します。
／生後6カ月から入園前までの親子

月1,200円
佐藤☎080-5578-3625

生涯学習パソコン愛好会 毎月第2、4火曜日午後1時30
分～4時
／市民活動サポートセンター

パソコン講座（初級ワード、エクセ
ル）／
ノートパソコンを持参できる方15
人
12月25日まで、はがきに住所、名前、
年齢を記入し申し込んでください。

月1,500円

大堀☎363-0421
申込先・多賀城市東田中2丁目
40-30-1206
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友好都市の「旬」の話題をお届けします
友好都市の「旬」の話題をお届けします

　太宰府市の恒例事業となりました年末のライ
トアップを今年も開催します。
　奈良時代に建立され「府の大寺」と称された観
世音寺と、天下の三

さん
戒
かい
壇
だん
の一つである戒

かい
壇
だん
院を

ライトアップし、普段とは違う表情を楽しむこ
とができます。
　観世音寺の梵鐘は、京
都の妙心寺の梵鐘と兄弟
鐘として知られており、
日本最古のものとして国
宝に指定されています。
梵鐘の音色を聞くことが
できるのは年に2回のみで、大晦日だけは一般
の人も除夜の鐘をつくことができます。
日時／12月30日㈪・31日㈫
　　　午後5時頃～10時（大晦日は翌朝3時頃まで）
　　　※�当日天候等により、内容などが変更と

なる場合があります。
場所／観世音寺・戒壇院
　　　（太宰府市観世音寺五丁目）
問／太宰府市観光交流課　☎092-921-2121

　11月18、19日に市内の各小学校、27日に各
中学校の給食は福岡県太宰府市の郷土料理「が
め煮」と「ずいきのおつけ」の献立でした。
　天真小学校では、給食の時間に校内放送で献
立の紹介があり、みんなでおいしく給食をいただ
きました。

●がめ煮
　にんじん、ごぼうなどいろいろな材料を集め
て煮たもので、昔はおもてなしの時に作って食
べていました。
●ずいきのおつけ
　ずいきとは里いもの茎を干したもので、料理
の時は水でもどし、切って使います。
　おつけとは、おみそ汁のことだそうです。

　10月５日㈯大宰府政庁跡で「第31回太宰府市民政庁ま
つり」が開催されました。
　メーンステージには、「絆　未来を育むまち史都多賀城」と
看板が飾られ、市民の思いやりの気持ちが心に染みました。
　毎年、５万人もの来場者が通る入口付近に多賀城市PR
ブースを設けていただき、あいにくの雨にも関わらず大勢
の方にお立ち寄りいただき、暖かい励ましのことばをたく
さんいただきました。
　このブースでは、本市の復旧、復興の状況や、名所や物
産品を紹介し、元気に前進している多賀城を伝えて来ました。
　太宰府市民の皆さまの変わらないご支援に感謝の気持ち
でいっぱいになりました。

❖ライトアップinまほろばの里

「太宰府市民政庁まつり」が開催されました

郷土料理の給食をいただきました友好都市だより　福岡県太宰府市

友好都市 太宰府市 特集

▲観世音寺
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保
育
士（
非
常
勤
職
員
）

緊
急
募
集

　
市
内
の
各
公
立
保
育
所
で
乳
幼
児
の

保
育
の
仕
事
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
／
1
人

資
格
／
保
育
士
資
格
。
緊
急
雇
用
創
出

事
業
で
あ
る
た
め
、「
一
部
損
壊
以
上

の
り
災
証
明
を
得
て
い
る
こ
と
」、
ま

た
は
震
災
の
影
響
に
よ
り「
前
職
を
離

職
し
て
い
る
こ
と
」の
い
ず
れ
か
を
満
た

す
者
。

報
酬
／
月
額
１
４
９
、
８
０
０
円

申
込
・
問
／
応
募
を
希
望
す
る
方
は
事

前
に
こ
ど
も
福
祉
課
保
育
係
へ

内
線
1
8
4

県
営
住
宅
入
居
者

申
込
・
問
／
①
12
月
2
日
㈪
か
ら
都
市

計
画
課
総
務
企
画
係
で
配
布

内
線
4
2
1
～
4
2
3

②
12
月
2
日
㈪
～
12
日
㈭
ま
で
郵
送
に

て
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社（
仙
台
市
青

葉
区
上
杉
1
丁
目
1
番
20
号
）へ

☎
2
2
4
・
0
0
1
4

平
成
25
年
度
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
ほ
か

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

推
薦
募
集
受
付
／
12
月
6
日
㈮
ま
で

（
締
切
日
必
着
）

試
験
日
／
平
成
26
年
1
月
11
日
㈯
～
13

日
㈪
の
指
定
す
る
日

一
般
募
集
受
付
／
平
成
26
年
1
月
10
日

㈮
ま
で（
締
切
日
必
着
）

一
次
試
験
日
／
平
成
26
年
1
月
18
日
㈯

応
募
資
格
／
中
学
校
を
卒
業（
見
込
み

含
む
）の
17
歳
未
満
の
男
子

●
平
成
26
年
度
自
衛
官

採
用
予
定
種
目
／
自
衛
官
幹
部
候
補

生
、
予
備
自
衛
官
補
な
ど

説
明
会
／
12
月
14
日
㈯
午
前
9
時
30
分

～
正
午
、中
央
公
民
館（
文
化
セ
ン
タ
ー

内
）

説
明
内
容
／
高
等
工
科
学
校
生
徒
採
用

試
験
、
自
衛
官
採
用
予
定
種
目
な
ど
に

つ
い
て
、
個
別
説
明
約
30
分
。
出
入
自

予
防
広
報
に
使
用
し
ま
す
の
で
、
同
意

い
た
だ
け
る
方
の
み
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
／
家
庭
、
地
域
ま
た
は
職
場

に
お
け
る「
防
火
」を
テ
ー
マ
と
し
た
も

の
で
、
未
発
表
で
ほ
か
の
コ
ン
ク
ー
ル

な
ど
に
出
品
し
て
い
な
い
も
の
に
限
り

ま
す
。

応
募
方
法
／
1
人
1
点
と
し
、
官
製
は

が
き
に
標
語
、
住
所
、
氏
名（
フ
リ
ガ

ナ
）、
年
齢
、
職
業（
勤
務
先
ま
た
は
学

校
名
）、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
次
の

あ
て
先
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〒
9
8
5
―
0
0
2
1

塩
竈
市
尾
島
町
17
番
22
号

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

防
火
標
語
募
集
係

問
／
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本

部
予
防
課
指
導
係

☎
3
6
1
・
1
6
1
7

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　
今
年
完
成
し
た
新
築
・
増
築
家
屋
の

調
査
を
行
い
ま
す
。

　
家
屋
が
完
成
し
た
ら
、
税
務
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
税
務
課
か
ら
連
絡

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
取
り
壊
し
た
家
屋
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
家
屋
滅
失
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
～
1
5
6

由
。

問
／
自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
・
仙

台
募
集
案
内
所（
陸
上
自
衛
隊
仙
台
駐

屯
地
内　
駐
車
場
あ
り
）

☎
2
8
4
・
5
0
0
1

☎
2
8
4
・
5
0
1
8

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

10
時
～
午
後
7
時
）

※
仙
台
駅
東
口
案
内
所（
桜
井
ビ
ル
4

階
、
駐
車
場
な
し
）で
も
希
望
に
よ
り

説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
仙
台
募
集

案
内
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。求

職
者
支
援
訓
練
受
講
生

　
シ
グ
マ
カ
レ
ッ
ジ
塩
釜
で
は
、
求
職

者
支
援
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
・
定
員
／
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン

基
礎
科（
15
人
）

訓
練
内
容
／
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
、

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
基
礎
と
応
用
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど

訓
練
期
間
／
3
カ
月（
平
成
26
年
1
月

23
日
～
4
月
22
日
）

受
講
料
／
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
1
0
、
5
0
0
円
は
自

己
負
担
）

申
込
／
12
月
17
日
㈫
ま
で
に
塩
釜
公
共

職
業
安
定
所
へ

訓
練
会
場
／
シ
グ
マ
カ
レ
ッ
ジ
塩
釜

（
塩
竈
市
海
岸
通
10
―
19
）

問
／
シ
グ
マ
カ
レ
ッ
ジ
塩
釜

☎
3
6
1
・
4
1
7
0

「
公
聴
会
」の
開
催
と

「
国
民
の
声
」の
募
集

　
仙
台
市
ガ
ス
局
は
、
ガ
ス
料
金
を
改

定
す
る
申
請
を
東
北
経
済
産
業
局
に
提

出
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
東
北
経
済
産
業
局

で
は
、
次
の
と
お
り「
公
聴
会
」を
開
催

し
、
会
に
参
加
で
き
な
い
方
か
ら
も

メ
ー
ル
等
で
ご
意
見
を
募
集
す
る「
国

民
の
声
」を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
「
公
聴
会
」の
意
見
陳
述
お
よ
び
傍
聴

に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
登
録
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
東
北
経
済
産
業
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
公
聴
会
》

日
時
／
12
月
25
日
㈬
午
前
11
時
か
ら

会
場
／
仙
台
合
同
庁
舎
8
階
講
堂（
仙

台
市
青
葉
区
本
町
3
丁
目
3
番
1
号
）

登
録
締
切
／
12
月
10
日
㈫

《
国
民
の
声
》

募
集
締
切
／
12
月
25
日
㈬

問
／
東
北
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
部　
電
力
・
ガ
ス
事
業
課

☎
2
2
1
・
4
9
3
6

http://w
w
w
.tohoku.m

eti.go.jp/
s_shigen_ene/gas.htm

l

平
成
26
年
度
防
火
標
語

応
募
期
間
／
12
月
9
日
㈪
～
平
成
26
年

1
月
10
日
㈮

応
募
資
格
／
多
賀
城
市・塩
竈
市・松
島

町・七
ケ
浜
町・利
府
町
に
居
住
ま
た
は

勤
務
す
る
方（
在
学
中
の
方
を
含
む
）

※
入
選
作
品
は
、
作
者
の
氏
名
、
勤
務

先
ま
た
は
学
校
名
を
付
し
て
広
く
火
災

くらしのくらしの
情報情報

募
集

税
の
お
知
ら
せ

多賀城P20-23くらし-四[20-23].indd   20 13/11/21   15:06
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記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度

の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　
平
成
26
年
1
月
か
ら
、
個
人
の
白
色

申
告
者
で
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま

た
は
山
林
所
得
が
生
じ
る
業
務
を
行
う

全
て
の
方（
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が

な
い
方
を
含
み
ま
す
）は
、
記
帳
と
帳

簿
書
類
の
保
存
が
必
要
で
す
。
記
帳
・

帳
簿
等
の
保
存
制
度
や
記
帳
の
内
容
の

詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
税
務
署
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
塩
釜
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

☎
3
6
2
・
2
1
5
2

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
麻
疹（
は
し
か
）は
、
乳
幼
児
か
ら
小

児
を
中
心
に
発
生
す
る
病
気
で
、
麻
疹

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
で
発
症
し

ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は
非
常
に

強
く
、
免
疫
を
も
っ
て
い
な
い
大
人
に

も
感
染
し
ま
す
。
1
回
の
予
防
接
種
で

免
疫
の
つ
く
割
合
は
約
95
％
で
、
時
間

と
と
も
に
免
疫
が
減
少
し
て
い
く
と
麻

疹
に
か
か
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
2
回
の
接
種
が
必
要
で

す
。

　
風
疹
は
、軽
い
か
ぜ
症
状
で
始
ま
り
、

発
疹
、
発
熱
、
後
頸
部
リ
ン
パ
節
腫
脹

な
ど
が
主
症
状
で
す
。
妊
婦
が
妊
娠
早

期
に
か
か
る
と
先
天
性
風
疹
症
候
群
と

呼
ば
れ
る
病
気
に
よ
り
、
心
臓
病
な
ど

の
障
害
を
持
っ
た
子
ど
も
が
生
ま
れ
る

可
能
性
が
高
く
な
る
た
め
、
社
会
全
体

で
の
予
防
が
必
要
で
す
。
麻
疹
と
風
疹

の
予
防
に
は
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
有
効
で
す
。
対
象
の

お
子
さ
ん
は
早
め
に
接
種
を
し
ま
し
ょ

う
。

対
象
／

（
第
1
期
）1
歳
～
2
歳
未
満

（
第
2
期
）平
成
19
年
4
月
2
日
～
平
成

20
年
4
月
1
日
生
ま
れ（
接
種
期
限
は

平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
。
期
限
を
過

ぎ
る
と
任
意
接
種
で
自
費
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

問
／
健
康
課
親
子
保
健
係

内
線
1
3
5
、
1
3
6

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
流

行
前
の
12
月
中
旬
ま
で
に
接
種
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
医
療
機
関
に
よ
っ
て

は
ワ
ク
チ
ン
の
在
庫
が
無
く
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

　
な
お
、
転
入
な
ど
で
申
し
込
み
を
し

て
い
な
い
方
や
新
た
に
接
種
を
希
望
す

る
方
は
健
康
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
間
／
平
成
26
年
1
月
31
日
ま
で　
　

（
指
定
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除
く
）

会
場
／
塩
釜
医
師
会
管
内
指
定
医
療
機

関対
象
／
65
歳
以
上
の
方（
10
月
1
日
現

在
）、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
で
、

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ヒ
ト
免
疫
機

能
で
重
度
の
障
害
認
定
を
受
け
て
い
る

方費
用
／
2
、
0
0
0
円（
生
活
保
護
世

帯
の
方
は
無
料
）

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
1
3
1
～
1
3
4

平
成
26
年
版
み
や
ぎ
手
帳

販
売
中

　
み
や
ぎ
手
帳
は
通
常
の
手
帳
と
し
て

の
機
能
の
ほ
か
、
最
新
の
統
計
資
料
や

県
・
市
町
村
の
所
在
地
な
ど
、
仕
事
や

生
活
に
役
立
つ
情
報
が
満
載
で
す
。

　
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
販
売
を
終
了

し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
求
め
く
だ

さ
い
。

価
格
／
5
0
0
円

販
売
期
間
／
12
月
27
日
㈮
ま
で（
土
曜・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
9
時
～
午

後
5
時
）

販
売
数
／
3
2
0
冊

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
活
動

推
進
係

内
線
2
5
1
～
2
5
3

平
成
25
年
工
業
統
計
調
査

に
ご
協
力
を

　
平
成
25
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31

日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
12
月
か
ら
平
成
26
年
1
月

に
か
け
て
、
調
査
員
が
事
業
所
に
お
伺

い
し
、調
査
票
の
記
入
を
依
頼
し
ま
す
。

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
活
動

推
進
係

内
線
2
5
1
～
2
5
3

児
童
扶
養
手
当
の
支
給

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
で
全
部

支
給
、
一
部
支
給
の
方
の
指
定
口
座
に

12
月
11
日
㈬
に
振
り
込
み
ま
す
。

　
確
認
は
12
日
㈭
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
こ
ど
も
福
祉
課
児
童
福
祉
係

内
線
1
8
1
、
1
8
2

国
民
年
金
の
給
付

（
老
齢
基
礎
年
金
）

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
納
付
要

件
を
満
た
し
た
方
が
、
65
歳
か
ら
生
涯

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
年
金
で
す
。

○
受
給
す
る
た
め
の
要
件

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
、
保
険
料

を
免
除
さ
れ
た
期
間
、
合
算
対
象
期
間

を
通
算
し
て
原
則
25
年（
3
0
0
月
）

以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

＊「
保
険
料
を
納
め
た
期
間
」に
は
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
の
ほ

か
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
た
期
間
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

の
加
入
者
に
配
偶
者
と
し
て
扶
養
さ
れ

て
い
た
期
間（
第
三
号
被
保
険
者
）が
あ

り
ま
す
。

＊「
合
算
対
象
期
間
」は
年
金
額
に
は
反

映
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る「
カ
ラ
期
間
」と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
国
民
年
金
に
任
意

加
入
で
き
る
人
が
、
任
意
加
入
し
な

か
っ
た
期
間
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

○
年
金
額（
年
額
・
平
成
25
年
度
）

満
額　
7
7
8
、
5
0
0
円

　
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
で
保

険
料
を
納
め
た
場
合
に
、
満
額
の
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
の
未
納
期

間
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
月
数
に
応
じ

て
減
額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
付
加
保
険

料（
月
額
4
0
0
円
）を
納
付
し
て
い

た
月
が
あ
る
場
合
は
、
付
加
年
金
と
し

て「
納
付
し
た
月
数
×
2
0
0
円
」が

加
え
ら
れ
ま
す
。

※
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
た
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
老
齢
基

礎
年
金
に
老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済

年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
繰
上
げ
・
繰
下
げ
請
求

　
老
齢
基
礎
年
金
は
原
則
65
歳
か
ら
で

す
が
、
60
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
間
、
本

人
の
希
望
に
よ
り
受
給
開
始
を
早
め
た

り
、
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
請
求
の
時
期
に
よ
り
年
金
額
は
減

額
ま
た
は
増
額
さ
れ
、
以
後
生
涯
を
通

し
て
そ
の
額
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
く

考
え
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
／
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
・
0
5
・
1
1
6
5

く
ら
し
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と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
に
、
市
役
所

の
他
に
も
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間
／
平
日
お
よ
び
第
2
・
第
4

日
曜
日
午
前
9
時
～
午
後
5
時

問
／
指
定
相
談
支
援
事
業
所
ぱ
れ
っ
と

☎
・
フ
ア
ク
ス
7
6
7
・
6
6
4
6

ク
イ
ー
ン
ズ
駅
伝
in
宮
城

第
33
回
全
日
本
実
業
団

対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会

開
催

　
国
内
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
多
賀
城

市
を
駆
け
抜
け
ま
す
。

日
時
／
12
月
15
日
㈰　
午
後
0
時
15
分

松
島
町
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス
／
松
島
町
文
化
観
光
交
流
館
前

か
ら
仙
台
市
陸
上
競
技
場
を
結
ぶ

42
・
1
9
5
㎞

問
／
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

内
線
5
4
1
、
5
4
2

ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
映
画
会

日
時
／
12
月
25
日
㈬
午
後
2
時
～
4
時

会
場
／
市
民
会
館
展
示
室（
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）

題
名
／
3
丁
目
物
語
冬「
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ブ
の
な
ぞ
」ほ
か

対
象
・
定
員
・
費
用
／
市
内
に
居
住
す

る
幼
児
か
ら
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

1
0
0
人
、
無
料

特
別
障
害
者
手
当
等
制
度

○
特
別
障
害
者
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神（
知
的
障
害
を
含

む
）に
重
度
障
害
が
2
つ
以
上
重
複
す

る
な
ど
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別
な
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
重
度
障
害
者

（
20
歳
以
上
）に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

○
障
害
児
福
祉
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神（
知
的
障
害
を
含

む
）に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日

常
生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
在

宅
の
重
度
障
害
児（
20
歳
未
満
）に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

支
給
要
件
／
①
病
院
ま
た
は
診
療
所
に

継
続
し
て
3
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て

い
な
い
こ
と（
特
別
障
害
者
手
当
）

②
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

③
受
給
者
お
よ
び
受
給
者
の
配
偶
者
・

扶
養
義
務
者
の
所
得
が
所
得
限
度
額
以

内
で
あ
る
こ
と

　
手
当
の
受
給
に
つ
い
て
は
、
障
害
程

度
の
判
定
が
あ
る
た
め
、
原
則
と
し
て

手
当
用
認
定
診
断
書
が
必
要
に
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

内
線
1
6
8
～
1
6
9

公
園
の
水
飲
み
場
が
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す

　
公
園
の
水
道
管
凍
結
破
損
防
止
の
た

め
、
市
内
各
公
園
内
の
水
飲
み
場
を
止

水
し
ま
す
。

※
ト
イ
レ
は
使
用
可
能
で
す
。

期
間
／
12
月
中
旬
～
平
成
26
年
3
月
中

旬

問
／
道
路
公
園
課
維
持
修
繕
係

内
線
4
3
4
、
4
3
5

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　

住
基
カ
ー
ド
に
は
、
写
真
付
き
と
、

写
真
な
し
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。
両

方
と
も
に
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の

電
子
証
明
書
等
を
搭
載
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
高
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
各

申
請
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
写
真
付
き
カ
ー
ド
は
、
身
分

証
明
書
と
し
て
も
使
用
で
き
ま
す
。

　

カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
10
年
間
で
、

他
市
町
村
へ
住
所
を
変
更
す
る
時
は
、

転
出
証
明
書
の
発
行
を
省
略
す
る
こ
と

が
で
き
、
継
続
し
て
同
じ
カ
ー
ド
が
使

用
で
き
ま
す
。

◆
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
に
つ
い
て

申
請
で
き
る
方
／
本
市
に
住
民
登
録
の

あ
る
方

必
要
書
類
等
／
①
印
鑑
②
公
的
機
関
が

発
行
し
た
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

（
提
示
の
な
い
方
は
ご
自
宅
に
照
会
書

を
郵
送
し
ま
す
）③
写
真
付
き
の
カ
ー

ド
を
希
望
す
る
方
は
、
6
カ
月
以
内
に

撮
影
し
た
顔
写
真
④
手
数
料（
5
0
0

円
）

問
／
市
民
課
市
民
係

内
線
1
4
1
～
1
4
5

日
赤
社
資
募
集
の
ご
協
力

に
感
謝
し
ま
す

　
寄
せ
ら
れ
た
社
資
は
災
害
救
護
、
血

液
事
業
、
救
急
医
療
な
ど
の
赤
十
字
事

業
資
金
と
し
て
大
切
に
使
わ
れ
ま
す
。

平
成
25
年
4
月
か
ら
10
月
ま
で
に
寄
せ

ら
れ
た
社
資
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
社
資

協
力
者
数
1
3
、
2
0
9
人

金
額
8
1
2
万
6
、
0
6
8
円

法
人
社
資

協
力
法
人
数
39
件

金
額
35
万
9
、
0
0
0
円

問
／
社
会
福
祉
課
総
務
企
画
係

内
線
1
6
2

国
民
年
金
保
険
料
は
納
め

た
方
の
税
金
の
控
除
対
象

に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本

人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
も
、
そ
の
納

付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得
税

等
の
控
除
対
象
に
な
り
ま
す
。
そ
の
年

の
1
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
納
付
し

た
保
険
料
が
申
告
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
申
告
の
際
に
は
、
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
額
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要

で
す
。
11
月
初
旬
に
送
付
さ
れ
て
い
る

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控

除
証
明
書
」に
は
、
そ
の
年
の
1
月
か

ら
9
月
末
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
保

険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ

る
場
合
の
見
込
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
あ
と
か
ら
納
付
し
た
保
険
料
が
あ

る
場
合
に
は
、
納
付
し
た
際
の
領
収
証

書
を
添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
仙
台
東
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
2
5
7
・
6
1
1
6

塩
竈
斎
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
12
月
30
日
㈪
と
、
31
日
㈫
の
午
後
1

時
30
分
か
ら
1
月
3
日
㈮
ま
で
火
葬
業

務
は
休
業
し
ま
す
。
4
日
㈯
か
ら
通
常

ど
お
り
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
12
月
28
日
㈯
か
ら
1
月
5
日

㈰
ま
で
の
手
続
き
は
、
通
常
の
執
務
時

間
外
と
同
様
、
塩
竈
市
役
所
当
直
で
予

約
と
利
用
申
し
込
み
な
ど
を
受
け
付
け

ま
す
。

問
／
塩
釜
地
区
環
境
組
合

☎
3
6
3
・
2
7
7
7

問
／
塩
竈
市
役
所

☎
3
6
4
・
1
1
1
1

宮
城
県
最
低
賃
金
の
改
定

　
宮
城
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）に
適
用
さ
れ

る
宮
城
県
最
低
賃
金
は
、
次
の
金
額
に

改
定
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
間
額
／
6
9
6
円

効
力
発
生
日
／
10
月
31
日

問
／
宮
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
☎
2
9
9
・
8
8
4
1
）
ま
た
は
、

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で

12
月
3
日
か
ら
9
日
は

「
障
害
者
週
間
」

　
こ
の
週
間
は
、
誰
も
が
共
生
で
き
る

社
会
を
目
指
し
て
、
障
害
や
障
害
の
あ

る
方
の
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
方
の

社
会
参
加
や
生
活
の
意
欲
を
高
め
る
こ

催
し
・
講
座
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申
込
／
不
要

問
／
中
央
公
民
館

☎
3
6
8
・
0
1
3
3

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
多
賀
城
吹
奏
楽
団
お
よ
び
多
賀
城
第

二
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
山
王
小
学
校
ほ

な
み
合
唱
団
に
よ
る
合
同
の
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時
／
12
月
22
日
㈰
午
後
1
時
～
２
時

30
分（
午
後
12
時
30
分
開
場
）

会
場
／
山
王
地
区
公
民
館
体
育
館

対
象・定
員
／
市
民
先
着
1
5
0
人（
申

込
は
不
要
で
す
が
、
来
場
者
多
数
の
場

合
は
入
場
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
）

費
用
／
無
料

問
／
山
王
地
区
公
民
館

☎
3
6
8
・
6
1
9
2

ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ
ナ
ー
教
室

　
本
格
レ
シ
ピ
で
美
味
し
い
ク
リ
ス
マ

ス
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
12
月
14
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
1
時
30
分

会
場
／
山
王
地
区
公
民
館
2
階
調
理
室

対
象
・
定
員
／
市
民
20
人

費
用
／
1
、
0
0
0
円（
食
材
実
費
分
）

内
容
／
パ
エ
リ
ア
と
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ
の

料
理
教
室

講
師
／
元
東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

料
理
教
室
講
師　
荒
川
英
久
子
先
生

申
込
・
問
／
12
月
4
日
㈬
～
12
日
㈭
ま

で
費
用
を
添
え
て
山
王
地
区
公
民
館

（
☎
3
6
8
・
6
1
9
2
）へ
直
接

※
申
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き
ま

せ
ん
。

市
民
活
動
入
門
講
座「
は
じ

め
る
広
場
ト
ー
ク
タ
イ
ム
」

日
時
／
12
月
13
日
㈮
午
後
7
時
～
8
時

30
分

会
場
／
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

講
師
／
後
藤
晃
治
氏（
多
賀
城
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

定
員
／
15
人（
要
事
前
申
込
）

費
用
／
5
0
0
円

内
容
／
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
立
ち
上

げ
た
団
体
の
方
を
ゲ
ス
ト
に
呼
び
、
活

動
の
き
っ
か
け
や
想
い
を
お
話
い
た
だ

き
ま
す
。

申
込
／
12
月
12
日
㈭
ま
で
直
接
ま
た
は

電
話

問
／
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
3
6
8
・
7
7
4
5

平
成
26
年

新
年
賀
詞
交
歓
会

　
商
工
会
主
催
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
を

開
催
し
ま
す
。
新
し
い
年
へ
の
抱
負
な

ど
を
語
り
合
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
ょ

う
。

　
一
般
市
民
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
／
平
成
26
年
1
月
5
日
㈰
午
後
4

時
か
ら

会
場
／
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
多

賀
城

参
加
費
／
3
、
5
0
0
円

申
込・問
／
12
月
13
日
㈮
ま
で
多
賀
城・

七
ケ
浜
商
工
会　
多
賀
城
事
務
所
へ
参

加
費
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い

☎
3
6
5
・
7
8
3
0

子
ど
も
ま
つ
り

　
「
や
れ
ば
で
き
る
、
や
っ
て
見
て
発

見
」を
テ
ー
マ
に「
子
ど
も
ま
つ
り
」を

開
催
し
ま
す
。
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ

ひ
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
／
12
月
8
日
㈰
午
後
12
時
30
分
～

4
時

会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
ほ
か

費
用
／
無
料

内
容
／
太
鼓
、
ジ
ャ
ズ
演
奏
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
、ダ
ン
ス
、マ
ジ
ッ
ク
＆
ヨ
ー

ヨ
ー
シ
ョ
ー
の
体
験
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
バ
ス
ケ
、
木
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
・
ミ
ニ

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り
、
エ
ス
テ
バ

ン
や
タ
ガ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
遊
ぼ
う
、
竹

と
ん
ぼ
を
飛
ば
し
て
遊
ぼ
う

大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
作
っ
て
飾
ろ
う

問
／
多
賀
城
市
子
ど
も
育
成
連
合
会
事

務
局（
中
央
公
民
館
）

☎
3
6
8
・
0
1
3
3

多
賀
城
市
み
み
サ
ポ
サ
ロ
ン

　
聴
覚
障
害
を
お
持
ち
の
方
、ご
家
族
、

関
係
者
皆
さ
ん
が
、
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
、
福
祉
制
度
に
関
す
る

情
報
を
用
意
し
ま
し
た
。
手
話
や
筆
談

な
ど
、
安
心
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
で
対
応
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
4
日
㈬
午
前
10
時
30
分
～

正
午
お
よ
び
午
後
1
時
～
2
時
30
分

会
場
／
市
庁
舎
Ｂ
1
0
1
会
議
室

内
容
／
午
前
・
福
祉
制
度
説
明
会

午
後
・
相
談
会
お
よ
び
サ
ロ
ン

申
込
／
不
要

問
／
み
や
ぎ
被
災
聴
覚
障
害
者
情
報
支

援
セ
ン
タ
ー（
み
み
サ
ポ
み
や
ぎ
）

☎
3
4
9
・
9
6
0
5

フ
ア
ク
ス
3
4
9
・
9
6
0
6

み
ぢ
か
な
文
化
財
展

「
貞
山
運
河
の
昔
と
今
」

　
本
市
の
近
世
・
近
代
史
を
知
る
う
え

で
、
重
要
な
歴
史
遺
産
の
一
つ
と
し
て

貞
山
運
河
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
貞
山
運
河
の
歴

史
と
運
河
に
関
わ
っ
た
人
々
の
く
ら

し
、
震
災
か
ら
の
復
興
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間
／
12
月
21
日
㈯
～
平
成
26
年
3
月

23
日
㈰（
休
館
日
を
除
く
）

会
場
・
問
／
多
賀
城
史
遊
館

☎
3
6
8
・
3
1
2
7

鏡
餅（
オ
フ
ク
デ
）づ
く
り

　
臼
と
き
ね
を
使
っ
て
餅
を
つ
き
、
鏡

餅（
オ
フ
ク
デ
）を
作
り
ま
す
。
餅
も
試

食
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
23
日（
月
曜
・
祝
日
）午
前

9
時
30
分
～
11
時
30
分

会
場
／
多
賀
城
史
遊
館

対
象
・
定
員
／
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

5
組
程
度

参
加
費
／
1
人
2
0
0
円

申
込
・
問
／
12
月
20
日
㈮
ま
で
多
賀
城

史
遊
館（
☎
3
6
8
・
3
1
2
7
）へ

電
話
ま
た
は
直
接

平
成
26
年
成
人
式

日
時
／
平
成
26
年
1
月
12
日
㈰
午
前
11

時
か
ら

会
場
／
市
民
会
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

大
ホ
ー
ル

対
象
／
平
成
5
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
12
月
1
日
現
在
市
内
に
お
住
ま
い
の

方
に
は
12
月
中
旬
に
案
内
状
を
発
送
し

ま
す
。
市
外
に
住
所
の
あ
る
方
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
／
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

内
線
5
4
4

12
月
の
納
付

▼
市
県
民
税
　
第
4
期

▼
国
民
健
康
保
険
税
　
第
8
期

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

�

第
6
期

▼
介
護
保
険
料
　
第
5
期

※
納
期
限
は
12
月
25
日
㈬
で
す
。

税
金
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
／
収
納
課
収
納
係

内
線
1
9
2
、
1
9
3
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㈱NIPPO多賀城寮
10日㈫・24日㈫

10:00～10:30
旭ケ岡・防衛省住宅前駐車場 10:50～11:30
城南小学校北側駐車場 13:30～14:00
城南小学校 4日㈬ 14:30～15:45
高橋・発向興業駐車場 11日㈬・25日㈬ 10:00～10:30
ヨークベニマル多賀城店 10:50～11:30
多賀城東小学校 11日㈬ 14:30～15:45
新田公民館脇 12日㈭・26日㈭ 10:00～10:30
新田・シティハイツ鎌田Ⅰ前 10:50～11:30
山王小学校 12日㈭ 14:30～15:45
八幡・末の松山沖の井駐車場

3日㈫・17日㈫
10:00～10:30

多賀城ロジュマン管理センター前駐車場 10:50～11:30
アシスト多賀城 13:40～14:10
明月・ユートピアレジデンス多賀城Ⅱ 4日㈬・18日㈬ 10:00～10:30
桜木・県営住宅集会所前 10:50～11:30
天真小学校 18日㈬ 14:30～15:45
塩釜第三中学校内駐車場 5日㈭・19日㈭ 10:00～10:30
丸山住宅集会所南側駐車場 10:50～11:30
多賀城八幡小学校 6日㈮ 14:30～15:45

※雨などで中止になった場合、振り替え巡回は行いません。
※小学校の巡回日が学校行事や休校の場合は、お休みします。

●休館のお知らせ
12月の休館日は、次のとおりです。
2日㈪、9日㈪、16日㈪、23日㈪
年末年始休日12月28日㈯～1月4日㈯
山王・大代分室は、24日㈫も休みとな
ります。

●今月の展示
クリスマス・お正月の本
　展示した本も貸し出しできます。
期間／12月1日㈰～27日㈮
押し花展
　心温まる押し花の作品をぜひ、ご覧く
ださい。
期間／12月1日㈰～27日㈮

多賀城市文化センターよりお知らせ（指定管理者：ＪＭ共同事業体）

＊＊＊チケット購入など…直接お問い合わせいただくか文化センターホームページをご覧ください＊＊＊
12月の休館日／2日㈪・9日㈪・16日㈪・24日㈫年末年始休館28日㈯～平成26年1月4日㈯
問／多賀城市文化センター　☎368-0131　ホームページ　http://tagajo-bunka.jp
※文化センターは、㈱ＪＴＢコミュニケーションズと三菱電機ビルテクノサービス㈱の共同事業体が運営しています。

MONKEY MAJIK
BLUE MOON presents MONKEY MAJIK

JAPAN TOUR 2013-2014～DNA～
日時／平成26年1月26日㈰
開演／午後5時30分
　　　（開場／午後5時）
会場／市民会館　大ホール
料金／全席指定6,300円
　　　親子席（ペア指定）10,000円
　　　※�親子席:着席指定、保護者1人と子ども（3

～12歳）1人
枚数制限／おひとり4枚まで
　　　※2歳以下膝上観賞可
一般発売／12月7日㈯午前10時から

好評発売中
Happy ドレミ

～ソプラノ＆ピアノコンサート～
出演　ソプラノ：大森智子
　　　ピ ア ノ：白石光隆

　日時／平成26年1月18日㈯
開演／午後2時
　　　（開場／午後1時30分）
会場／市民会館　小ホール
　　　（未就学児入場不可）
料金／全席指定　　　1,000円
学生（小学生～大学生）　500円

好評発売中 友の会メンバー限定
スペシャルコンサート

バリトン歌手髙橋正典の
クリスマスプレゼント

出演　バリトン歌手：髙橋正典
　　　ピ ア ノ 伴 奏：掛田瑶子

　日時／12月13日㈮
開演／午後7時～8時
会場／市民会館　小ホール
（未就学児入場不可）（200人限定）
料金／全席自由　1,500円
（おたのしみプレゼント付き）
この機会に是非メンバー登録を！！

立川志らく独演会
日時／平成26年3月22日㈯
開演／午後2時
　　　（開場／午後1時30分）
会場／市民会館�小ホール
　　　（未就学児入場不可）
料金／全席指定　　2,500円
　　友の会メンバー2,000円
一般発売／平成26年1月11日㈯
　　　　　午前10時から
友の会メンバー先行予約／1月10日㈮
� 午前10時から電話予約のみ

～未来へつなぐ～
Family笑顔Day

地元アーティストのミニコンサー
トやつるの剛士の子育てトークな
ど子育てイベント満載！

日時／平成26年2月16日㈰
開演／午後1時～3時
会場／市民会館�大ホール
料金／全席指定500円（3歳以上有料）
一般発売／平成26年1月18日㈯
　　　　　午前10時から
友の会メンバー先行予約／1月17日㈮
� 午前10時から電話予約のみ

整理券配布終了
陸上自衛隊東北方面音楽隊
Ｘmaｓコンサート2013

日時／12月22日㈰
開演／午後1時30分
　　　（開場／午後1時）
会場／市民会館　大ホール
　　　（未就学児入場不可）
料金／入場無料（要整理券）

最新情報 最新情報

ⓒ山田雅子

市立図書館
さざんか号の予定移　動

図書館

☎367-1730 http://homepage2.nifty.com/tagajo-lib/
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離乳食講習会（7カ月～8カ月児コース）
日　　　時／12月18日㈬午前9時30分～正午
会　　　場／母子健康センター
対象・定員／7～8カ月児と保護者12組（先着順）
費　　　用／200円
持　ち　物／母子健康手帳、筆記用具、おむつ、ミルクなど
申 込 ・ 問／12月12日㈭まで健康課親子保健係へ
　　　　　　内線135、136

西部児童センター事業
会場は、すべて西部児童センター。
申し込み、問い合わせは、同センターへ直接または電話で。
受け付けは午前9時から。
� ☎368–4142
イベント名 日　時 対象・定員 申し込み・費用

おやこのひろば
いろいろなおもち
ゃあそび

4日
㈬

午前
10時15分

～
11時15分

1歳以上の
幼児
と保護者

不要

親子クリスマス会
サンタさんや人形
劇がきます 18日

㈬

午前
10時15分

～
11時30分

2歳以上の
幼児と保
護者35組
（先着順）

10日
㈫
から

無料

つくってあそぼう♪②
オリジナルの年賀
状つくり

19日
㈭
20日
㈮

午後3時
～

3時50分

小学生
各日10人
（先着順）

11日
㈬
から

図書館事業
問い合わせは、市立図書館へ直接または電話で。
� ☎367–1730
●読み聞かせ会
　ボランティアの方が絵本や紙芝居を読んでくれます。
　対象／幼児～小学生（幼児には保護者の付き添いをお願いします）

イベント名 日　時 会　場
よつばのクローバー 3日㈫

17日㈫ 午前11時
～

11時30分 市立図書館

図書館ボランティア
蒲公英

13日㈮
27日㈮

プーさんのおはなしや 7日㈯

朗読サークル「多賀城」 4日㈬
18日㈬

午後3時
～

3時30分

スキップ♪ 10日㈫
午前11時
～

11時30分
山王地区公民館

カンガルー読書会 11日㈬
午前10時30分

～
11時30分

大代地区公民館

●一日おはなし会
　日ごろからボランティアで読み聞かせ活動をしている市内ボ
ランティア団体を中心に、子どもたちに絵本や紙芝居のおはな
しをしてくれます。
　都合の良い時間に、親子で気軽にご参加ください。

日　時／12月14日㈯午前10時10分～午後0時30分
会　場／市立図書館
申　込／不要

鶴ケ谷児童館事業
会場は、すべて鶴ケ谷児童館。
申し込み・問い合わせは、同館へ直接または電話で。
� ☎362–0763
イベント名 日　時 対象・定員 申し込み・費用

おもちゃランド
19日㈭は午前10
時 15 分 ～11時
15分

5日㈭
12日㈭
19日㈭

午前
10時15分
～

11時30分

乳幼児と
保護者

どなたで
も自由に
参加でき
ます

無料

ミニクリスマス会
親子で、クリスマ
スグッズ作り、サ
ンタさんも登場す
るよ！

18日㈬
午前

10時15分
～

11時30分

2歳以上の
幼児と保
護者・35組
（先着順）

2日㈪午
前9時か
ら費用持
参の上、
直接来館

200円
（材料代）

おはなしランド
図書館ボランティ
ア「蒲公英（たんぽ
ぽ）」によるおはな
し会

19日㈭
午前

11時15分
～

11時30分

乳幼児と
保護者

どなたで
も自由に
参加でき
ます

無料

小学生ランド6
「ちょっとおしゃ
れなケーキづく
り」
オリジナルケーキ
を作って食べまし
ょう！

21日㈯
午前
9時30分
～

11時30分

小学生
36人

（先着順）

10日㈫
午後3時
から費用
持参の上、
直接来館

200円
（材料代）

子育てサポートセンター事業
�会場は、すべて子育てサポートセンター。
申し込み・問い合わせは、同センターへ直接または電話で。
受け付けは午前9時から。費用は無料。
� ☎389–2180
イベント名 日　時 対象・定員 申し込み

プレママ
先輩ママや赤ちゃ
んとのふれ合い
フリートーク

17日
㈫

午前
10時15分

～
11時30分

妊娠6カ月以降の方
（安定している方）受付中

キッズ・ジュニアイベント
参加対象者は市内居住者に限り、申し込みは本人または家族の方に限ります（市立図書館事業は除く）。

みんな集まれ～！
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休日の診療

詳しい測定結果などはお問い合わせいただくか、市のホームページをご覧ください。

 内科・小児科
■塩釜地区休日急患診療センター
　☎366-0630
	 受付時間
	 ・日曜日、祝日
	 　午前8時45分～11時30分
	 　午後1時～4時30分
	 ・土曜日（小児科のみ診療）
	 　午後6時30分～9時30分
	 　（祝日に当たる日は日曜日・祝日の受付時間と同じ）

 歯　科
日付 医　院　名 住　　　所 電話番号

12月1日 目黒歯科医院 塩竈市宮町1-9 362-0633

8日 熊谷歯科口腔外科
クリニック 塩竈市佐浦町13-22 366-4712

15日 杉山歯科医院 多賀城市大代5丁目2-1 364-6478

22日 すがや台歯科医院 宮城郡利府町
菅谷台3-7-1 767-6480

23日 西村歯科医院 宮城郡松島町
磯崎字磯崎105-3 353-4092

29日 こぐえ歯科クリニック 塩竈市旭町18-11 365-3728
30日 ささき歯科クリニック 多賀城市中央1丁目16-17 389-1777

31日 ファミリア歯科 宮城郡松島町
高城字町147-6 355-6860

1月1日 永沼歯科クリニック 塩竈市梅の宮14-10 361-1251
2日 あべ歯科医院 塩竈市東玉川町8-8 366-5335
3日 岩井歯科医院 多賀城市東田中2丁目30-1 368-5904

5日 わかば歯科
クリニック

宮城郡利府町
加瀬字石切場1-1
ヨークタウン利府野中内

767-5679

 宮城県子ども夜間安心コール
　宮城県では、お子さんの急な発熱やけがへの応急方法
に関して経験豊富な看護師が電話でお答えする電話相談
室を開設しています。
相談時間／毎日午後7時～翌朝午前8時
	 ☎＃8000（プッシュ回線の固定電話、携帯電話用）
	 ＊PHS不可
	 ☎212-9390（プッシュ回線以外の固定電話・PHSなど用）

❖市内の空間放射線量率
　本市では、市内54施設（学校、幼稚園、保育所、公共施設、公園など）のうち、毎日9施設を日替わりで測定してい
ます。いずれの測定地点も除染が必要なレベルや健康に影響をおよぼすレベルに達していませんのでご安心ください。
11月測定結果一覧（地表からの高さは1メートル、測定値の単位はマイクロシーベルト／時間）

測定地点 測定値 測定地点 測定値 測定地点 測定値 測定地点 測定値
1 新田新後公園 0.07 14 仙台育英学園多賀城育英グラウンド（通学路） 0.07 27 旭ケ岡公園 0.07 41 新丸山公園 0.06
2 新田4号公園 0.08 15 多賀城八幡小学校 0.06 28 多賀城市役所 0.04 42 多賀城東小学校 0.05
3 山王小学校 0.06 16 八幡花園幼稚園 0.04 29 志引保育所 0.07 43 東豊中学校 0.07
4 山王2号公園 0.07 17 八幡保育所 0.06 30 多賀城小学校 0.06 44 笠神保育所 0.07
5 西部児童センター 0.07 18 八幡1号公園 0.04 31 太陽の家 0.07 45 大代保育園 0.05
6 あかね保育所 0.07 19 高崎中学校 0.07 32 留ケ谷1号公園 0.07 46 柏幼稚園 0.07
7 せいがん幼稚園 0.07 20 城南小学校 0.06 33 多賀城泉保育園 0.07 47 中財公園 0.04
8 高橋1号公園 0.08 21 中央公園 0.08 34 多賀城中学校 0.08 48 桜木花園幼稚園 0.05
9 高橋公園予定地 0.06 22 あやめ園駐車場 0.08 35 天真小学校 0.06 49 塩留公園 0.04
10 大日南公園 0.07 23 多賀城東幼稚園 0.09 36 鶴ケ谷保育所 0.07 50 旧・北日本自動車学院 0.05
11 第二中学校 0.05 24 浮島保育所 0.05 37 鶴ケ谷児童館 0.06 51 東北学院幼稚園 0.07
12 南宮公園 0.07 25 高崎1号公園 0.06 38 西ノ神公園 0.04 52 桜木公園 0.04
13 秀光中等教育学校（通学路） 0.06 26 多賀城高崎幼稚園 0.07 39 下馬みどり保育園 0.06 53 多賀城はるかぜ保育園 0.05
※測定値は10/16～11/15までの平均値
※除染が必要なレベルは0.23マイクロシーベルト/時間以上

40 新梅ノ宮公園 0.07 54 多賀城すみれ保育園 0.05

問／生活環境課環境リサイクル推進係　内線234～236
❖市民持ち込み食材の放射性物質測定結果（10月分）
測定件数4件、基準値以内3件、基準値超過1件
基準値を超過した食材（採取日・採取地）
　梅干　190ベクレル/kg（平成24年8月・福島県）
　放射性セシウムの基準値は、一般食品100ベクレル/kg、飲料水10ベクレル/kgです。
問／生活環境課総務企画係　内線232～233
❖�学校、保育所で使用する給食食材の放射性物質サ
ンプル測定結果（11月21日現在）
学校給食と保育所給食の放射性物質を測定していま
すが、基準値以下ですので、ご安心ください。
問／こども福祉課保育係　内線183
　　学校教育課学校教育係　内線522

❖水道水の放射性物質測定結果（11月5日現在）
東北大学の協力を得て水道水の放射性物質を測定し
ていますが、検出されていません（検出限界値未満）
ので、ご安心ください。
問／工務課浄水係　内線787

市内の放射線量などに関するお知らせ

JR仙石
線

●
坂総合病院

●
赤石病院

●GS
休日急患　　　
診療センター★
国道45号 至松島

西塩釜
駅

下馬駅
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健康診査● ※対象者に個別通知します。
人数調整などのため「年間カレンダー」に載せている対象生
年月日と異なることもあります。

3～4カ月児 17日㈫・26日㈭� 受付 �午後0時10分～0時30分
25年8月2日～25年8月31日生まれ

1歳6カ月児 11日㈬・25日㈬� 受付 �午後0時10分～0時30分
24年5月27日～24年6月23日生まれ

2歳6カ月児
歯科健診

10日㈫・20日㈮� 受付 �午前9時30分～9時50分
23年5月10日～23年6月15日生まれ

3歳児 5日㈭・19日㈭� 受付 �午後0時10分～0時30分
22年5月18日～22年6月15日生まれ

母子健康手帳●
の交付　

2日㈪・9日㈪・16日㈪・24日㈫� 受付 �午前9時45分～10時
保健師、栄養士のお話など（約1時間）

両親学級● 14日㈯� 受付 �午後1時15分～1時25分
出産を迎える妊婦やご夫婦（先着10組・予約制）

ことばの相談● 24日㈫� 受付 �午前9時15分～午後1時30分
未就学の幼児の発音など、言語相談員による相談（予約制）

乳幼児健康相談● 16日㈪� 受付 �午前9時20分～10時
保健師・栄養士の乳幼児への健康アドバイス（予約制）

BCG接種● 12日㈭� 受付 �午前9時30分～10時
BCG接種を受けていない5カ月～12カ月未満児。
予防接種手帳の予診票に記入し、母子健康手帳と体温計をお持ちください。

予防接種手帳●
の交付　

3～4カ月児健康診査通知と一緒に送付しています。転入な
どでお持ちでない方は、母子健康手帳をお持ちのうえ健康
課窓口へおいでください。

市 民
内線237～239
生活環境課

市民生活に関する相談窓口の紹介など
平日午前8時30分～午後5時
市役所2階　市民相談室

行 政
内線237～239
生活環境課

公共機関の仕事に関する苦情、要望など
10日㈫午前10時～午後3時
市役所2階　市民相談室

法 律
内線237～239
生活環境課

相続、離婚、金銭トラブルなど
18日㈬午前11時～午後4時
市役所2階　市民相談室（事前予約が必要です）

人 権
内線237～239
生活環境課

人権に関する不法行為など
9日㈪午前10時～午後3時
市役所2階　市民相談室

消 費 生 活
内線237～239
生活環境課

消費生活のトラブル
平日午前8時30分～午後5時
市役所2階　市民相談室

障 害 者
☎767-6646
ぱれっと

来所、電話での相談、家庭訪問など
平日、第2・第4日曜日午前9時～午後5時
ぱれっと（指定相談支援事業所）

　
☎368-6300
社会福祉協議会

障害のためにお困りの方
24日㈫午前10時～午後3時
社会福祉センター

心 配 ご と
☎368-6300
社会福祉協議会

生活問題でお困りの方
2日、9日、16日　各月曜日午前10時～午後3時
社会福祉センター

高 齢 者
内線664
介護福祉課

介護保険、高齢者介護、成年後見、虐待な
どでお困りの方
平日午前8時30分～午後5時15分
各地域包括支援センターへ
（中央地区）　☎368-6350
（西部地区）　☎309-3950
（東部地区）　☎363-4055

成 人 健 康 相 談
内線132
健康課

40歳以上で健康に心配のある方。健康・栄
養相談、血圧・体重測定など（事前電話予約）
6日㈮午前9時30分～11時
市役所地下101会議室

家 庭 ・ 児 童
内線185
こども福祉課

虐待、ドメスティックバイオレンス、離婚、
施設入所、里子里親など（事前電話予約）
平日午前9時～午後5時
市役所1階　こども福祉課

母 子 ・ 父 子 家 庭
☎256-6512
宮城県母子福祉センター

弁護士が無料で相談に応じます
（事前電話予約）
19日㈭午前10時～正午
宮城県母子福祉センター

母 子 ・ 寡 婦
☎363-5507
宮城県仙台保健福祉
事務所

生活相談、福祉資金貸し付け（事前電話予約）
平日午前8時30分～午後4時
宮城県仙台保健福祉事務所（塩釜保健所）

女 性
☎362-1934
多賀城交番

ドメスティックバイオレンスやストーカー
被害でお困りの女性
7日㈯・24日㈫午前9時～午後5時
多賀城交番

児 童 ・ 生 徒 の
不登校・悩み相談
内線544
青少年育成センター

不登校、いじめ、困っていることなど
面接相談／毎週火曜日（祝日を除く）
午前10時～午後3時
市役所5階生涯学習課青少年育成センター
電話相談／平日午前10時～午後4時

子ども専用無料相談電話　　0120-7
ナヤミ・ナーイ
83-701

（平日午前9時～午後5時）
各 種 検 査 な ど
☎363-5502
塩釜保健所

相談・検査は原則無料（証明書が必要な場合
は手数料あり）、事前電話予約（匿名可）
●HIV抗体検査、クラミジア抗体検査、肝炎検査
4日㈬、18日㈬午後1時30分～3時30分
●骨髄バンク登録
4日㈬、18日㈬午前11時～正午
塩釜保健所

12 月の相談 相談方法など詳しくは各相談窓口にお問い合わせください。

▼携帯電話でも
　ご覧になれます。ほ け ん ガ イ ド

問：健康課 内線135、136　会場：母子健康センター

12月の献血のお知らせ
献血にご協力をお願いします

日時・会場／
　7日㈯ 午前10時～午後4時30分
　ヨークベニマル多賀城店
対象／16歳から69歳の健康な方
　　　（�65歳以上の方は、60歳から64

歳の間に献血経験のある方）
所要時間／およそ30分
問／社会福祉課総務企画係　内線163

どうしても飼育できなくなった犬や猫の引き取り
日時／12日㈭、24日㈫
　　　午前9時30分～11時
会場／塩釜保健所
　　　（塩竈市北浜4丁目8-15）
問／塩釜保健所　☎363-5505

シルバー人材センター入会説明会
　市内在住の60歳以上の健康で働く意欲
のある方大歓迎！
日時／11日㈬、25日㈬�午後2時から
会場／シルバーワークプラザ
　　　（中央2丁目25-1）
問／シルバー人材センター�☎368-2350
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人口と世帯数（10月末現在）人口 62,207人（＋41人） 世帯数 25,091世帯（＋52世帯）※（　）は前月比です。
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仙
塩
地
方
開

発
総
合
計
画
に
つ
い
て
」を
発
表
し
、
仙
台

市
苦
竹
か
ら
新
田
に
か
け
て
、
旧
舟ふ

な

曳ひ
き

堀ぼ
り

の

船
だ
ま
り
を
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
し
て
仙
台
内
港
と
し
、
ま

た
塩
釜
港
を
外
港
と
し
て
修
築
し
、
連
絡
水

路
を
貞
山
運
河
と
す
る
計
画
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
ア
ジ
ア・太
平
洋
戦
争
が
勃
発
、

激
化
し
て
い
く
と
、
昭
和
16
年（
１
９
４
１

年
）に
苦
竹
に
東
京
第
一
陸り

く

軍ぐ
ん

造ぞ
う

兵へ
い

廠し
ょ
う

仙
台

製
造
所
、
昭
和
18
年（
１
９
４
３
年
）に
多
賀

城
海か

い

軍ぐ
ん

工こ
う

廠し
ょ
うが
建
設
さ
れ
、
仙
塩
地
方
開
発

総
合
計
画
は
戦
時
色
を
濃
く
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
結
果
、
貞
山
運
河
は
、
多
賀
城
海

軍
工
廠
へ
の
輸
送
確
保
、
荷
役
力
増
強
の
一

躍
を
担
う
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
昭

和
18
年
４
月
か
ら
県
営
工
事
と
し
て
、
運
河

水
深
を
３
メ
ー
ト
ル
、
幅
を
50
メ
ー
ト
ル
に

拡
幅
す
る
と
い
う
事
業
が
３
カ
年
継
続
で
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦

局
の
悪
化
に
よ
り
、
事
業
は
用
地
の
買
収
と

一
部
の
浚
渫
に
と
ど
ま
り
、
運
河
の
拡
幅
は

実
施
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
戦
後
も
陽
の
目
を
見
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、昭
和
32
年（
１

９
５
７
年
）に
仙
塩
特
定
地
域
開
発
計
画
が

策
定
さ
れ
る
と
、
こ
れ
を
機
に
産
業
基
盤
整

備
の
た
め
の
大
型
港
湾
整
備
の
必
要
性
を
説

く
議
論
が
出
て
き
ま
す
。
昭
和
37
年（
１
９

６
２
年
）に
は
、
宮
城
県
に
よ
り
新
産
業
都

市
仙
台
湾
臨
海
地
域
開
発
計
画
が
策
定
さ

れ
、
仙
台
市
長
浜
に
港
を
建
設
す
る
こ
と
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
貞
山
運
河
を

改
修
し
て
塩
釜
港
と
有
機
的
な
連
携
を
図
る

と
い
う
も
の
で
、
仙
台
港
建
設
事
業
の
原
型

を
な
す
も
の
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
仙
台
港
建
設
計
画
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
ら
れ
、
昭
和
39
年（
１
９
６
４
年
）、

仙
台
湾
地
域
の
新
産
業
都
市
指
定
に
よ
り

仙
台
港
建
設
が
正
式
決
定
し
、
野
蒜
築
港
事

業
以
来
の
新
規
大
型
港
湾
建
設
事
業
が
着

手
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
貞
山
運
河
は
仙
台
港
と
接
合
さ
れ
、
昭

和
46
年（
１
９
７
１
年
）、
仙
台
港
は
開
港
し

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
仙
台
港
は
貞
山
運
河
と
密

接
に
結
び
つ
け
ら
れ
な
が
ら
計
画
が
練
ら

れ
、
建
設
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
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広
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多
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城
12
月
号
❖
通
巻
5
0
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号 

平
成
25
年【
2
0
1
3
年
】12
月
1
日
発
行（
毎
月
1
日
発
行
）

編
集
と
発
行 

多
賀
城
市
総
務
部
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

多
賀
城
市
役
所
〒
985
―
8
5
3
1 

多
賀
城
市
中
央
2
丁
目
1
番
1
号
☎
0
2
2
―
3
6
8
―
1
1
4
1
㈹

こ
の
広
報
誌
は
、
再
生
紙
と
、
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。	

・
2
6
、
8
0
0
部
制
作

こ
の
広
報
誌
は
、
環
境
に
や
さ
し
い「
水
な
し
印
刷
」で
印
刷
し
て
い
ま
す
。	

・
1
部
当
た
り
の
印
刷
・
発
行
費
29
円

・
表
紙
の
多
賀
城
瓦
の
画
像
は
、
東
北
歴
史
博
物
館
の
承
認
を
受
け
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

歴
史
の
風
㉙

～
貞
山
運
河
と
仙
台
港
～

塩釡港

仙台港

七北田川

貞
山
運
河

貞
山
運
河

貞山運河と仙台港の位置

戸籍関係届出（婚姻・出生・死亡届など）
　市役所1階警備員室で受け付けます。
問／市民課記録係　内線141～144

自動交付機の利用
　設置施設の休館に伴い休止します。
問／市民課市民係　内線143、145

ごみの収集
　12月31日㈫から平成26年1月3日㈮
までお休みとなり、1月4日㈯から通常
どおり収集を行います。
　また、ごみの指定日以外の排出や、決
められた時間外の排出は、近隣の方の迷
惑になり、衛生的にもよくありませんの
で、収集当日の明け方から午前8時30
分までに出してください。
問／生活環境課リサイクル推進係
内線236

し尿の処理
　12月31日㈫から平成26年1月3日㈮までお休みです。
　年末年始は大変混み合いますので、お早めにし尿収集許可業者に連絡してください。
《し尿収集許可業者》　多賀城衛生　☎362-3571
問／生活環境課リサイクル推進係　内線236

年末年始のお知らせ
市役所と各施設のお休み

施　　設　　名
12月 1月

27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

市役所 休

12月29日㈰から
1月3日㈮まで

市役所・各施設とも
お休みになります。

休 休
文化センター（市民会館・中央公民館） 休 休 休
山王地区公民館（テニスコート含む） 休 休 休
大代地区公民館 休 休 休
埋蔵文化財調査センター・多賀城史遊館 休 休 休
市立図書館（分室含む） 休 休 休
市民活動サポートセンター 休 休
鶴ケ谷児童館 休 休 休
西部児童センター 休 休 休
子育てサポートセンター 休 休 休
シルバーワークプラザ 休 休 休
シルバーヘルスプラザ 休 休 休
屋内ゲートボール場 休 休
総合体育館 休 休
市民プール 休 休
市民テニスコート 休 休
各保育所 休
太陽の家 休 休 休
老人憩の家 休 休 休
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